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◆これは栗原貞子さんの未発表の一つ。報道によると　…資料

を整理された池田さんは「…責任や重圧を背負い、理想と現

実の間で苦悩しながらも詩を書き続けた足跡を知ってほし

い」と言う。この「私は私のうたを」は孤独をかみしめなが

らも信念を貫く決意がにじんでいる…　（10ページをご参照ください）

◆原発事故、汚染水処理も進まないのに原発再稼働・輸出を急ぎ、

米軍優先の地位協定を振りかざし、オスプレイ配備だけでなく

平和に生きる権利を、とりわけ沖縄の人々を切り捨てる日米

両政府、歴史認識問題、TPP、貧困…　一人で多くの問題に取

り組むことはできないが、心を同じくする人と共にいよう。

◆平和な国をかなぐり捨てようとする危機に立ち向かうため、

栗原貞子さんと共に始めた意見広告を今年は 3 回掲載した。

活字離れが進み、掲載紙によっては逆効果もあるかもしれない。

でも購読者の中には関心を示し連絡をくださった方、会員に

なってくださった方もいる。効果なんてわからないが協力して

くださる皆さんと一緒にうたい続けたい。　　　（藤井純子）

私は私のうたを　     栗原貞子
その人はうたった
炎と血と泥のいくさのうたを
それでもこのうたには
ひとすじの希望と
美しいメロディがあった
けれどもとどまってきく人はまばらで
人々は欲望のたぎる
原色の街へ向かって通りすぎた
私は私のうたをうたう
人が踊ろうと踊るまいと
私は私の笛を吹くと
吹きつづけた
とどまってきく人のためにうたい続けた

憲法は何のために　　のか
憲法公布から 67年、憲法のつどいひろしま 201311　 2

　（土）

▼ 広島原爆資料館（東館地下）メモリアルホール
▼ 参加費 999 円　障がい者・高校生以下無料
　　　　　　　　　　　     手話通訳・保育あり

■主催；広島県 9条の会ネットワーク

　連絡先；082-222-0072（石口俊一法律事務所）
■共催；ひろしま医療人・九条の会

講師；青井美帆さん
　　　　　　　　　（学習院大学法学部教授）

プロフィール

主な研究テーマは憲法上の権利の司法的
救済、憲法 9条論
単著に『憲法を守るのはだれか』（幻冬舎
ルネサンス新書）、共著に『改憲の何が問
題か』（岩波書店）、『憲法学の現代的論点』
（有斐閣）、『論点日本国憲法ー憲法を学ぶ
ための基礎知識』（東京法令出版）など。
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13:30~15:30

人類の多年にわたる努力によって得られた基本的人権、憲法を活かす

ため私たちは何をすべきか考えてみませんか。どうぞご参加ください。



■　選挙大勝に驕る安倍首相改憲に走る

　昨年の総選挙に続き、今年７月の参院選に大勝した安倍首相

は、「集団的自衛権」容認に向け“憲法解釈大変更”に進んでいる。

異例の人事で、内閣法制局長官に「集団的自衛権容認」の外務

省高官を起用した。集団的自衛権を行使する対象国も、同盟国・

米国以外にも拡大する提言を「有識者懇談会」が盛り込むと伝

えられる（８月１４日付け中国新聞）。

　８月１５日の「終戦（敗戦である）」記念日の戦没者追悼式

の式辞で、安倍首相は、“歴代首相が繰り返してきた「不戦の

誓い」を表明せず、１９９３年の細川首相以来踏襲されてきた

「アジア諸国に対する加害責任」にも触れなかった（８月１６

日付け朝日新聞）”。安倍首相は一方的な歴史認識を主張し、「侵

略の定義は確立していない」と先の戦争における「日本の責任」

を否定しようとしている。

　安倍政権が進めているのは、「原発再稼働、原発輸出」、「武

器輸出（三原則のなし崩し）」の推進（民主党野田政権の責任大）、

「敵基地攻撃論」、「専守防衛を逸脱する米国との共同訓練」など、

一気に右旋回を加速させている。加えて、今後の国会で『共謀罪、

秘密保全法、国家安全保障基本法、集団自衛事態法』などの制

定も目論まれている。

　明文改憲の前に「国防軍創設」、「徴兵制」に向けて基盤づく

りを企んでいる。

■　集団的自衛権とは
　集団的自衛権とは何か？　集団的自衛権の根拠は、「国連憲

章第５１条」にある（筆者は、５１条の内容は問題があると考

えるが）。　５１条では、「個別的自衛権」とともに「集団的自

衛権」を主権国の「固有の権利」と規定している。『自国と密

接な関係にある国（同盟国）が攻撃された際、これを自国への

攻撃とみなして反撃する権利』とされている。

　具体的に想定すれば次のようなケースが考えられている。『国

がミサイル攻撃を加えられた際、日本はそのミサイルを打ち落

とす（実際には不可能）。これが拡大されれば、相手のミサイ

ル基地を攻撃し破壊することも』、『米国の艦船が攻撃されれば、

自衛隊が反撃を行う』、などである。既に実施されている共同

訓練からすれば、「米国の戦略爆撃機を護るため航空自衛隊の

F15 戦闘機編隊が援護行動をとる」ことも考えられる。自衛隊

は本来、「日本が攻撃された場合に自衛権の発動として行動す

る組織（専守防衛組織だから合憲とされてきた）」となっている。

　だが、集団的自衛権行使が容認されれば、専守防衛を逸脱す

る行動も「正当化」される。

■　集団的自衛権を求めたのは
 もともと、集団的自衛権は米国が強く要求した。世界のあち

こちで戦争する米国にとって、一緒に戦ってくれる同盟国を

必要としたからである。

 [ 筆者註 ]：米国の行ってきた戦争は「自衛」のためとは言えない。 

       米国が攻撃されたことはない。従って、米国の行為は、国連 

       憲章第１条、第２条、第３３条などに違反する行為である。

　米国の言い分は、「日米安保条約によって日本を守ってやっ

ているのだから、米国が世界のために戦っているのに日本は

何もしないのか」である。

　アーミテージという米国高官（ブッシュ政権下で国務副長

官）は、「憲法９条が日米同盟の障害」とまで発言し、９・１

１以降は、日本に向けて「戦場に立て」と高圧的な発言をし

ている（非戦闘地域で後方支援する程度ではダメだと）。

　米国に従属して自らの立場と利権を得ようとする―政治家、

官僚、財界、学者、マスコミ―などが「９条改憲、集団的自

衛権容認」を唱えてきた。喜ぶのは、米国の軍産複合体であ

り日本の防衛産業である。自衛隊が「専守防衛」から「集団

的自衛権行使」組織へと変質すれば、「軍備増強」が不可欠だ

からである（負担するのは国民である）。

　今までは米国の圧力を利用してきたが、現在はそれに加え

て危機感を煽り立てている。領土問題・歴史認識問題を軸に

して、” 中国、北朝鮮、韓国” 脅威論・嫌悪感を煽り「戦争準

備体制作り」を国民に浸透させている。

　冷静に客観的に考察すれば、「中国、北朝鮮、韓国」が日本

を攻撃することは有り得ない。彼らも戦争は望んでいないし、

戦争すれば世界から孤立することが分かっている。ましてや、

米国と戦争する国など存在しない（自明の理）。

　その上、米国は、アフガニスタン・イラク戦争で膨大な軍

事費を費やし「財政危機、経済の疲弊」によって単独行動は

取れない。米国民の中にも”厭戦”、”反戦”感情が強く存在し、「戦

争出来ない」状態である。” 戦争ごっこ” をする人々は、自ら

が「殺し殺される立場」に立つことは決してないのである（煽

り立てて利益を得ているのだ）。

安倍政権の解釈改憲は憲法違反
―安倍復古主義に抗する運動が優先― 横原　由紀夫

護衛艦いずも　大きく長い甲板　こんな空母を何故？



■　集団的自衛権に関する政府答弁

　安倍首相を除く、日本政府の集団的自衛権に関する基本的な

立場は確定している。

　『わが国が国際法上、集団的自衛権を有していることは主権国

家である以上、当然だが、憲法９条で許容されている自衛権の

行使はわが国を防衛するため必要最小限の範囲にとどまるべき

と解され、集団的自衛権の行使はその範囲を超え、憲法上許さ

れない（８１年５月２９日）』　

　『憲法９条で認められる自衛権発動としての武力行使には、①

わが国に対する急迫不正の侵害がある②これを排除するために

適正な手段がない③必要最小限度の武力行使にとどまるべき―

の三つの要件が必要だ（８５年９月２７日）』

　『集団的自衛権はわが国に対する武力攻撃に対処するものでは

なく、他国に加えられた武力攻撃をわが国が実力をもって阻止

する内容だから、その行使は憲法９条の観点で許されない（山

本内閣法制局長官：２０１３年５月１４日）』

　この項は、２０１３年８月１４日付け中国新聞記事を引用・

参照した。以上が、集団的自衛権と憲法９条との関係で確定し

ている「基本原則」である。

　安倍首相は、自説を押し通す（戦前の日本を善とする復古主義。

「敗戦」は認めない）ために、「憲法解釈を変質」させ、自分た

ちにとって都合の悪い「憲法」は変えようとしている。選挙で

自民党を大勝させた人々の責任は問われるのであろうか。

■　解釈改憲の政治は憲法違反である

　安倍首相のような超右派政治勢力が力を握って以来、” ヘイト

スピーチ” に代表される人種差別・民族差別、偏狭なナショナ

リズムが台頭してきた。独善的、利己的な考えがはびこる社会

では” 民主主義” は機能しなくなる（歴史の教訓）。

　『憲法第９９条：天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判

官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負ふ。』

　安倍政権が「集団的自衛権」を容認し、関連する法的整備、

閣議決定、軍備増強（専守防衛から逸脱する）などを実行すれば、

憲法９９条違反であり、「憲法違反」として裁かれなければなら

ない。

■　日米安保条約は賞味期限切れである

　日本は、１９５２年４月２８日に発効した「サンフランシス

コ講和条約」によって独立し、国際社会へ復帰を果たした。し

かし、講和条約調印と同時に「日米安保条約（旧安保）と行政

協定（現在は地位協定）」締結が、米国から迫られ調印した。

[筆者註 ]：講和条約はソ連不参加、当時の中国は招待されず韓国・

　　　　  北朝鮮も無視され、片面講和との問題があった。

　これによって、米軍が占領下と変わらず駐留を続け、沖縄は

日米両政府によって米国植民地（と同様）の地位に置かれた。

　日米安保体制継続が「日本の主権を制限」し、真の独立・主

権回復とはなっていない。

　また、現在問題が大きくなっている「領土問題」の根源は講

和条約にある。

　米国が日本に強く迫った日米安保体制は、当時激しくなって

いた「米ソ冷戦対決」という情勢下、米国が日本（米軍基地存続）

を必要としたからである（最前線基地として重要な沖縄）。

　従って、” 日本を守るため” というのはあくまでも「建前」

であった。

　１９８９年、ベルリンの壁崩壊によって、米ソ冷戦体制は終

焉した。これによって日米安保条約の存在基盤と理由は失われ

たのであるから、日米安保条約は速やかに解消し「日米平和友

好条約」締結に向かうべきだと、筆者は考えている。

　東北アジア共同体へ向かって「共存・共栄・連帯」を原則と

する相互協力と共生への道を歩むことが、日本の平和と安定・

安全をはかることになる、と確信している。

　日本（権力者と国民）は、『敗戦』と先の戦争において『日

本に大きな責任があった』ことを率直に認めて、東北アジア諸

国・アジア諸国との関係改善、緊張緩和にむけて最大限の努力

をすべきである。

　靖国参拝問題にしても、近隣諸国が批判をするからではなく、

日本人自身がどう考えるのかが本質的な問題である。

　安倍首相の” 戦前復帰回顧主義” 政治を否定できれば、「差

別構造の上に成り立つ核社会」からの脱却も可能だと考える。

　安倍内閣打倒・・・で大きく結束することは出来ないもの

か・・・。

　ナチス・ヒトラーの独裁体制が生まれたのも、小党乱立下で

大勝したからであるという。安倍政権がやりたい放題の政治を

続けることを許せば、日本は国際社会から「尊敬と信頼を失い」

孤立への道を歩むであろう。　　（２０１３年８月２４日記　

第九条の会ヒロシマ世話人）

東北アジア
情報センター
機関紙 28 号
2013 年 9月 1日発行

横原由紀夫さんたち
が発行されています。
連絡先：
FAX　082-923-6622



　従来の教科書採択をめぐる問題は、主としてその舞台は中学校

の教科書をめぐってであったが、最近は高校の教科書がにわかに

浮上してきている。

　中学校の採択の場合は都道府県内にいくつかの採択地区が設置

されていて、その採択地区の教育委員会のもとで教科書の調査研

究がなされ、その報告書に基づき選定委員会が審議し選定して答

申を作成する。その答申を受けて教育委員会議で採択が決定され

るという流れとなる。

　しかし、高校の場合は学校単位で、次年度の見本本を各校の教

科担当教員たちが調査・検討して１社を選定し、校内の教科書選

定委員会で決定し、教育委員会に報告し、8 月下旬の教育委員会

で全校一括して採択される。その場合だいたい該当校の希望した

教科書が教育委員会で認められるのが通例であった。しかし、最

近になってこの通例が破壊されるという異常事態がおきている。

2012 年の動き
①　文科省が2012年3月27日に2011年度高校教科書の検定

　　結果を公開 .

②　産経新聞の実教出版に関する攻撃

A ） 3 月 28 日付「産経新聞」

不適切記述パス　基準疑問

　今回の高校教科書検定では、学習指導要領で指導を義務づけた

国旗掲揚、国歌斉唱を「強制」と記述した教科書がパスするなど、

文部科学省の検定基準に疑問の声も上がった。

実教出版の日本史Ａは、国旗国歌法について

　政府は、この法律によって国民に国旗掲揚、国歌斉唱などを強

制するものではないことを国会審議で明らかにした。しかし現実

はそうなっていない。

と記述していた。

　これに対して「国民に強制されていると誤解される恐れがある」

との検定意見がつき「しかし」以下を「一部の自治体で公務員へ

の強制の動きがある」と修正して合格していた。

B ） 3 月 30 日付「産経新聞」の「主張」（社説）で「教科書検定『強制』

は不適切だ」と題して、実教出版の日本史Ａを名指しでつぎ

のように批判

　学習指導要領に基づく教育を行うための取り組みを「強制」と

する記述は問題だ。今からでも記述を正すべきである。〉〈生徒に

誤った見方や印象を抱かせる恐れが強く不適切であると言わざる

を得ない。〉〈教科書がこんな記述では生徒に正しい指導などでき

ない

Ｃ）4 月 13 日の「産経新聞」のコラム「おかしな教科書検定」　

　　でもこの問題を取り上げ、この記述を攻撃

③　東京都教育委員会が高校日本史教科書の採択に不法介入
　2012 年 5 月　都立高校の全校長が出席する連絡会の前に行わ

れた幹事会の場で、都教委高校教育指導課課長が「産経新聞」の

3 月 28 日の記事を紹介して、「教科書の選定は公平公正にやるよ

うに」と発言した。校長連絡会の後、都教委指導課は、実教出版

の日本史Ａを 2012 年度用に採択している学校に対して、電話な

どで「3 月 28 日の産経新聞の記事はご存知ですね」といい、選定

にあたっては「慎重に検討してください」「採択の申請は、校長の

権限」などといっている。また「記述は都教委の考え方と相いれ

ない」など電話は何回もかけられ、やがて「（実教出版の日本史Ａ

を選定した場合は）8 月の教育委員会で採択しないかもしれない、

その場合はやり直しになる」などと言いだし、実教出版の『高校

日本史Ａ』を採択しないようにと圧力をかけた。

　以上のような都教委の圧力、採択妨害によって、都立高校では

１年生で日本史を教える高校は 17 校であり、そのうち 6 校が実

教出版を選定していたが、結果として同教科書は採択ゼロになっ

てしまった。

④　東京都にならって横浜市も
　また、横浜市教育委員会は、市立高校（９校）に実教版日本史

を採択しないように各校に圧力をかけたが、学校側が拒否したた

めに、市教委事務局が勝手に学校からの申請（日本史Ａ２校、日

本史Ｂ２校）を無視して他社版に変更した採択案を作成し、そう

した事情を教育委員に伝えずに議決させるという通常では考えら

れない無茶苦茶な事態がおこった。採択は公正に適正な手続きで

行うべきだが、市教委はそれに反するやり方をした。

2013 年の動き
東京都教委の採択
　6 月 27 日、東京都教育委員会は教育委員会議で実教出版の高校

日本史教科書の「使用は適切でない」とする見解を議決した。

都教委は 2012 年には、都立各校に非公式に「記述は都教委の考

え方と相いれない」などと伝えていたが、2013 年は前例のない公

の場で教科書の使用適否に踏み込んだのである。

　この議決を都立学校長宛に通知した。さらに都教委は、「指摘し

た教科書を選定した場合は、最終的に都教委が不採択とすること

もありうる」（「毎日新聞」2013 年 6 月 27 日夕刊）といって、こ

の教科書を選定しないよう強制している。

　8 月 22 日に開催された東京都教育委員会で 2014 年度に都立高

校で使う日本史教科書を採択。採択に関係する都立高校は延べ

194 校であったが、実教出版の採択はゼロであった。

大阪府教委の採択
７月９日、府教委は、来年度の教科書の「選定にあたり注意して

いただきたいことが生起している」として、府立学校校長・准校

長に「見解」を発表し送付した。

高校の教科書採択問題
内海隆男（教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま）



　この「見解」では、実教出版社の「日本史Ａ」「日本史Ｂ」の

一部分の記述を取り上げ、「府教育委員会はこの記述は一面的な

ものであると考えます。」として、実教出版教科書を教科書選定

から排除するように迫るものだった。

　8 月 30 日の教育委員会議で中原教育長は「府教委に採択権が

ある」ことを何度も強調し、実教出版の日本史教科書を選定した

９校の決定を強引に覆そうとしたが、教育委員から「現場の選定

を覆すことは大変ハードルが高い」とか「現場の意見を尊重した

い」などの意見があいつぎ、結果的には実教出版もふくめ、学校

の選定どおりに採択された。

　しかし、実教教科書の使用にあたっては「条件」がつけられた。

これは実教教科書の「日の君」に関する記述を実質上覆すための

措置である。今後実教を採択した学校に対して、府教委の「日の君」

強制や処分を正当化するための補助教材を強制したり、教員の授

業内容を監視したりすることを前提にしている。

神奈川県教委の採択
　7 月 24 日に県教委は校長会の後、実教出版の日本史の使用を

希望していた 28 校の校長に再考を要望した。校長は「県教委に

従わざるを得ない」「自分の学校だけが目立ってしまう」などを

理由に、現場が反対しても変更を決めたケースが相次いだ。

　8 月 6 日に神奈川県教委定例会が開催されたが、結果は歴史教

科書が再考され、全 28 校が希望変更して実教出版の採択は無し

となった。教育委員長は「県の方向と違う記述がなされている本

の希望がなくなって良かった。最終的に選ぶのは学校ではなく教

委なので、不当とは思っていない」と語った。

　また、県教委が校長側に再考を促す際、「採択の結果発表で実

教出版を希望していた学校が明らかになれば、様々な団体からの

働き掛けで混乱する可能性がある」と伝えていたことが分かった。

県教委は「脅したわけではない」としている・・・

8 月 14 日付神奈川新聞は社説で「日本史教科書　教委による越

権行為だ」との見出しで

　今回、高校の決定に県教委が介入し、意向を強引に押し付けた。

しかも一部の校長から、再考を求められた際に外圧を受ける危険

性を示唆するような発言もあったという批判すら出ている。なり

ふり構わぬ印象の対応は、いかにも異様ではないか。

　教科書の採択を教委が担うこと自体があくまでも慣例であり、

法的根拠は一切ないのである。それだけに今回の介入は、明らか

に県教委による越権行為と言えよう。

　この問題で同様の姿勢を示す東京都でも、同社の教科書を排除

した。国旗、国歌のために検定教科書を除外し得る合理的な根拠

はあるのか。県教委は冷静に考えてもらいたい。

大阪市教育委員会の採択
8月6日　大阪市立高校の教科書採択を決める教育委員会議が開催

　大阪市の場合各学校からの答申通り採択が行われた。しかし、

それと引き替えにするかのように高校教科書採択制度の根幹をつ

ぶしてしまう「付帯決議」が全員一致で可決された。

　「付帯決議」には「教育委員会による適正な採択のための審議

の一層の充実を図るため」として、各学校に「選定候補として２

つ以上の教科用図書を答申書に記載し、それぞれの長所と短所を

列記することとし、推薦順位や優劣は示さないものとする」とあり、

これは実質的に「学校採択」権を剥奪するものです。高校採択で

も教育委員会の委員が「お好み採択」をするということ。これは、

戦後長い間維持されていた高校での学校採択が壊されてしまうと

いうきわめて重大な、制度改悪です。

問題点
①　特定の教科書を採択の対象から排除する教育委員会の考え方

に共通するのは、教育委員会に教科書の採択権があるという考

え方である。

　教育委員会が根拠としている地方教育行政法第 23 条第 6 項に

は「教科書その他の教材の取扱いに関すること」とあるだけで、

採択権限を明示したものではありません。にもかかわらず教育

委員会は採択権があるという。これは普通の手段では右翼的な

教科書を採択したり、気に入らない教科書を排除することがで

きないため、無理やりこじつけての主張です。

②　県教委の考え方と相容れないとして検定に合格している教科

書でさえすべての県立高校から排除しようとするのは、行政機

関の考え方と異なる考え方を子ども・青年の耳目に一切触れさ

せないようにすることを意味し、民主主義の根幹を否定するこ

とと言わなければならない。それは多様な事実や考え方に接す

るなかから自らの見方考え方を形成していく子ども・青年の学

習権を著しく侵害するものでもある。

③　地方教育委員会が自らの考え方と相容れないことを理由にそ

の採択を排除できる法的根拠はなんら存在しないにもかかわら

ず、行政機関としての県教委が出版物としての教科書を使用さ

せないことは、行政による思想統制、言論出版の自由の侵害で

あり、憲法 19 条、21 条に明らかに違反する行為である。

④　学校での授業の具体的内容を最終的に決定する権限、教育課

程（カリキュラム）の最終決定権は学校現場にある。その学校

の教育課程編成に関する権限を否定するものである。教育委員

会が、学校で使用する教科書を採択すること自体、行政の教育

に対する「不当な支配」（教育基本法第 16 条）で「違法」である。

おわりに
　その他の県でも教育委員が特定の教科書の記述の「ここが気に

入らない」とか「違和感が

ある」とか述べて、採択の

再考を迫る動きをみせたり

している。教育現場で直接

生徒に接している教員がそ

の学校のカリキュラムや生

徒の実情を考慮して選定し

てきた当たり前の状況が崩

されようとしている。安倍

内閣の「教育改革」は確実

に高校現場にも影響を与え

ようとしている。
ソバノハナサク南会津　



特別企画の背景

　今年の「8.6 ヒロシマ平和へのつどい 2013」は、8 月 5 日午後

1:30 より、特別企画、オリバー・ストーン、ピーター・カズニッ

ク対談「アメリカの世界支配と日米安保」を開催した。恒例の「つ

どい集会」は、この特別企画が終了した後、夕方 6時から開催した。

　毎年 8 月 4 日から 7 日まで、20～30 名ほどのアメリカ人学生

グループを立命館大学の学生たちと一緒に広島に学習旅行に連れ

てくる私の友人、ワシントン郊外にあるアメリカン大学のピー

ター・カズニック准教授から、今年は、映画監督オリバー・ストー

ンが同行するので、ストーン監督が講演できるような特別企画を

計画してもらいたいという要請が私にあったのは、確か 4月の中

旬だったと記憶している。この時点ではすでに数百名を収容でき

る会場はほとんどどこも予約ずみ。幸いにして、8 月 5 日終日空

いている 300 名収容のゲバント・ホールをなんとか確保できた。

　カズニック准教授は、アメリカ近現代史を専門とし同大学の核

問題研究所の所長も務めている。彼は、1995 年スミソニアン博

物館でエノラ・ゲイ爆撃機展示が行われた際、原爆の人的被害の

説明を一切含めないという決定が行われたことに対する抗議表明

として、アメリカン大学学長を説得して同大学で「原爆投下」問

題に関する学会開催を実現させた。以来 17 年間にわたり米国人

学生を毎年 8月に広島・長崎に学習旅行に連れてきており、私が

彼らに原爆投下問題に関するテーマで講義をするのが毎年の恒例

となっている。カズニックは、自分が教えるアメリカ現代史で、

ストーン監督が制作した政治的テーマの様々な映画 ‒ 例えば『プ

ラトーン』、『JFK』、『ニクソン』、『ウオール街』など ‒ を学生に

観せながら授業をすすめるという興味深い授業方法を長年とって

きた。そんなことからストーン監督と親交を深めてきたこともあ

り、2008 年から、彼はストーン監督と共同で、ドキュメンタリー

映画『もうひとつのアメリカ史』10 部作のための脚本執筆に専

念してきた。昨年秋に映画と同時に著書も完成し、映画はアメリ

カ各地のみならず南米、ヨーロッパ、オーストラリア、ニュージー

ランドなど世界各地で上映され、好評を博した。アメリカやイギ

リスでは、すでに DVD 版が売り出されている。著書のほうもア

メリカではベストセラーの一冊となり、日本でもすぐに翻訳本が

早川書房から出版された。映画は NHK の BS 放送ですでに数回

放送済みである。

ドキュメンタリー映画の内容と「対談」準備
　8 月 5 日当日は、最初に、このドキュメンタリー映画『もうひ

とつのアメリカ史』10部作のうちの第3部『原爆投下』を上映した。

NHK からの特別許可を得て、テレビ上映では上映時間の都合上

カットした部分を元にもどし、オリジナルのままの長さのフィル

ムを上映できた。会場となったゲバント・ホールは、当日 1週間

前までは申込者数が 200 名ほどしかいなかったため、会場を埋

めることができるかどうかかなり心配したが、最終的に、カナダ

のバンクーバー在住の乗松聡子さん（「ピース・フィロソフィー・

センター」というウエッブ・サイトを運営）にツイッターで情報

を拡散していただいたおかげで、満席となった。ちなみに、乗松

さんが、今回のオリバー・カズニック日本講演旅行（広島の後、

長崎・東京・沖縄訪問）の全体のコーディネーターという重要な

役目を果たされた。

　第 3部『原爆投下』の骨子は、戦争終結のために実際には原爆

投下は必要ではなかったのであり、当時はすでに日本政府が降伏

の条件を探りつつあったし、最終的にポツダム宣言を受諾した理

由にはソ連の満州侵攻や日本国内の政治状況など様々な要因が働

いていたというものである。原爆投下後は「原爆投下で戦争が終

結していなければ、結局は百万人という死者がでたであろう」と

いう原爆投下正当化のための「神話」が作り上げられていった。

さらに、ルーズベルト大統領時代の一時期に副大統領を務めたヘ

ンリー・ウォレスというひじょうに進歩的で人権意識が高く平和

主義的な人物が、極めて凡庸なトルーマンを支援した保守一派の

裏工作が成功せずに、大統領になっていたならば、戦争終結のあ

り方のみならず、戦後社会のあり方も違っていたであろうという

意味深いメッセージを含んでいる内容となっている。

　当初の計画では、ストーン、カズニックに、最近、沖縄基地問

題で共著本を出版した乗松聡子さんを加えた「対談」を私の司会

で、映画上映を終えた 30 分後の午後 3:15 から始める予定であっ

た。しかし、3人の会場到着が少々遅れたため、午後3:30から開始。

それでも予定通り90分にわたる極めて内容の濃い議論ができた。

　私は、この「対談」のために前もって 6つの質問を用意しており、

前日の 8 月 4 日夜に 3 人と夕食をともにした折に、これらの質

問について事前に打ち合わせをするつもりであった。ところが、

ストーン監督は、来日直前にスペインと韓国を訪問するという強

行スケージュールをこなしており、しかも時差ボケも加わって、

疲労困憊の状態。食事途中でその場でぐっすり寝込んでしまい、

相談などできる状況ではなかった。したがって、翌日の議論は文

字通り「ぶっつけ本番」で行ったが、6 問のうち 5 問について議

論することができた。

「対談」の一部紹介とストーン発言
　この紙面では議論の内容を詳しく説明している余裕がないの

で、そのうち 2問に関する議論を簡潔に紹介しておく。

質問：ヘンリー・ウォレスのような真の平和主義者、民主主義者

が有力な政治家となれるような政治社会環境が、戦後は、アメリ

カ、日本のみならず、世界中でほとんど失われている（例外：日

本の石橋湛山 1956 年 12 月～57 年 1 月総理大臣在任期間 65 日、

　8.6 ヒロシマ平和へのつどい 2013 ー特別企画報告
ーオリバー・ストーン、ピーター・カズニック対談「米世界支配と日米安保」ー

　　田中利幸（広島平和研 究所教授）



南アフリカのマンデラなどごく少数）。ウオレスのような倫理的

想像力をそなえた政治家が十分に活動できるような社会を、アメ

リカでも日本でも再び作り上げるにはどうしたらよいのか？軍産

複合体制と関連する問題なので、ひじょうに難しいとは思うが。

答え（カズニック）：アメリカでの黒人民権運動家であったマー

チン・ルーサー・キング牧師のような傑出した指導者が指導者た

りえたのは、キング牧師の優れた能力そのものだけに帰せるもの

ではなく、彼を支えた幅広く力強い大衆運動があったからこそで

ある。すぐれた政治家を産み出すには、多くの市民を巻き込む幅

広い大衆的な民主主義運動が不可欠であることを私たち市民が明

確に自覚する必要がある。

◆質問：「慰安婦」問題、「侵略戦争」定義問題、「ワイマール憲

法とナチス」解釈問題と、日本の政治家の、あまりにも低劣な「歴

史認識」を露呈する発言が頻発している。歴史教育の重要性を痛

感させる出来事である。アメリカでは、お 2人の今回のドキュメ

ンタリー映画／著書もそうであるが、ハワード・ジンの著書『民

衆のアメリカ史』のような、アメリカ史を根本的、批判的に見直す、

すばらしいベストセラーがある。にもかかわらず、これらがアメ

リカ市民の間の支配的な歴史観を形成するものとはなっていない

ように思える。それはなぜなのか？正しい歴史認識を市民の間で

構築するための助言は？

◆答え（オリバー）：ジン教授や私たちの今回のドキュメンタリー

映画／著書は、確かに一時はベストセラーとなっているが、アメ

リカ全体の映画や出版状況からみれば、まだまだ少数派のレベル

を脱してはいない。しかし、主流派とは異なった、且つ主流派の

歴史認識の仕方に常にチャレンジするような、このような映画番

組制作や著書出版を地道に続けていくことが、最終的には大衆意

識を変革するためには必要不可欠であり、日本でもそのような活

動を推進していくことが重要である。私自身、ベトナム戦争に兵

士として関わり、1986 年に映画「プラトーン」を制作するまでは、

ベトナム戦争は「正しい戦争」だという誤った考えを持っていた。

子供の頃受けた教育でも、「原爆投下」をはじめアメリカが行っ

てきた戦争行動は全て正しいと教わってきた。しかし、映画制作

のためにいろいろ学んだ結果、私の歴史認識は根本的に変わった。

つまり、この 2 つの質問に対する 2 人の答えに共通する考えは、

草の根運動である市民活動に必要なのは、大衆の歴史認識を変革

するような幅広い且つ力強い運動を地道に続けていくこと。さら

に、そうした意識変革のためには大衆文化である映画という媒体

も多いに活用すべきである、ということであろう。

私の記憶に鮮明に残ったストーンの言葉は、翌日 8 月 6 日午後

の HANWA/NODU 共同集会での次のような発言であった。「ドイ

ツの食事や映画はまずいが、ドイツ政府は優れている。逆に、日

本の食事も映画もすばらしいが、政府は低劣である。」「（戦争加

害責任を明確に認識するためには）日本人は、まず自分自身を憎

悪することから始めるべきだ。自分の欠点を憎むことで自分を変

革することが自分を進歩させる。」

8 月 5~6 日の市民企画
８．６ヒロシマ平和へのつどい 2013
「原爆と原発、米の支配に抗して。真の文明は生き物を殺さず」

●８月５日（月）

　　第１部　DVD上映『原爆投下』

　　　　　　対談　オリバー・ストーン＆ピーター・カズニック

　　第２部開会　各地（広島、長崎、岩国、福島、沖縄）から　 

  戦後補償問題、他

●８月６日（火）

　7：00 ～　　「市民による平和宣言」「8.6 新聞意見広告」配布

　7：45 ～ グラウンド・ゼロのつどい（原爆ドーム前）

　8：15 ～ ダイ・イン（原爆ドーム前）

　8：45 ～ 8・6 広島デモ 「原発も核兵器もない世界を」

　9：30 ～ 10：30　中国電力本社前。脱原発座り込み行動。

　フィールドワーク

　８月５日（月）平和公園・碑めぐり

　　　  原民喜の「夏の花」を歩く

　　　  米軍岩国基地 /錦帯橋バスツアー

　８月６日（火）広島城周辺徒歩コース

　　　  宇品・比治山自動車コース

　　　  ヒロシマスタディツアー

  　広島 - 呉の戦争遺跡と軍事施設

8・6ヒロシマ国際対話集会－反核の夕べ 2013
　原爆、原発、劣化ウラン放射能被害の原点から

　　―核サイクルを断ち切るために―

８月６日（火）１４：００－１７：００　　　

●ゲスト

・吉沢　正巳さん　浪江町核被災者「希望の牧場・ふくしま」代表

・オリバー・ストーンさん　　　米映画監督

・ピーター・カズニックさん　　アメリカン大教授

・川崎　哲さん　　ピースボート共同代表、ICAN共同代表、

・田中利幸　　ＨＡＮＷＡ共同代表　広島市立大平和研究所教授

・コーディネーター：森瀧春子　　ＨＡＮＷＡ共同代表

●写真会場展示　　「核被災地　福島浪江」　吉沢正巳撮影

●共催：核兵器廃絶をめざすヒロシマの会

　　　：NO DU（劣化ウラン兵器禁止）ヒロシマ・プロジェクト

8・6グラウンドゼロのつどい



団塊の世代の自負と無念
　私は団塊の世代 1947 年生れで 66 歳と成ります。私達団塊の

世代は悲劇の第２次世界大戦後、戦い破れた兵士達が帰還して、

多くの生命が生れました。この多くの生命が、戦後日本の復興と

世界における経済大国に成りえた原動力としてわが国へ寄与して

きた私たちに、自負があります。

　団塊の世代は、歪な人口構造となり現役を去った今日、社会福

祉の年金・保険等々の不安の話しが沸き起こっていることに納得

できない私です。何故ならば、団塊の世代・最も人口構成の多い

私たちが、収めた年金・税金・労働など等で日本を経済大国へと

成し遂げたのです。今こそ現役を去ったものへの還元があるべき

でないかと、今日の行政に不満を持っています。私をこの世に生

命を与えてくれた両親には感謝するものの、好んで団塊の世代に

生れて訳ではないが、生きている責任を果たし努めてきた私たち

団塊の世代の無念さを含め自己紹介とします。

岩国基地周辺の私の住まいと勤め先
　私の住居は 1980 年 5 月より東へ１ｋｍに愛宕山｢米軍岩国基

地滑走路沖合移設土砂埋立利用完了 ( 海の裁判係争中 )・愛宕山

開発事業計画廃止 ( 山の裁判係争中 )→米軍関連施設米軍家族住

宅建設予定・スポーツ施設予定｣又、東へ５ｋｍに米軍岩国基地

( 毎日爆音に悩み続け空の裁判係争中の動機付けとなる ) を臨む

高台に住まいするロケーションです。

　次に、現役時、勤めていた職場と米軍岩国基地とのかかわりに

ついて記載します。米軍岩国基地旧滑走路北側、川向こう工業地

区に位置する機械メーカーに 1967 年就職しました。当時は

1500 名を越える従業員の当社と、グループ親会社 5000 名を越

える企業が存在していました。俗に言う ‘人絹街’ と称して大変

にぎやかな企業街でした。米軍岩国基地に隣接 ( 滑走路延長上 )

しているので、米軍用機の離発着時の爆音に晒される毎日であり、

又、軍用機からの落下物事故、空母着艦時を想定する訓練での非

常用拘束装置の破損による部品の飛来事故等、数々の事故の発生

がありました。爆音に晒された毎日では、電話中断、業務中断、

吐き気、めまい、いらいら、思考力低下等を経験しました。

基地拡張に伴う変化
　勤めていた企業に転機が来ました。米軍岩国基地滑走路延長上

に位置するために、グループ親会社の新設備はなく、他事業所 ( 松

山・三原その他 ) へ事業展開が顕著になり、私が勤めていたグルー

プ会社の機械メーカーとして、他事業所へ事業展開をすることと

成りました。1972 年多くの仲間の移動がありました。当時転勤

した同級生の一人は・・・｢後 20 年すると親会社も我々が働いて

いる事業所も無くなる。だから今のうちに生活の安定した所へ移

る｣と言って岩国を離れました。彼が言っていたことが現実に起

こりました。1989 年岩国事業所の大部分が四国松山へと移動が

行われました。私もその一人として松山へ移り、退職する 2003

年暮れまで約 15 年間の単身赴任を経験しました。1989 年以降

の事業所は、主力事業が松山へ移設後、衰退の一途をたどり、

1995 年に工場閉鎖となり工場跡地が更地となりました。1972 年

に同級生が岩国を離れるときに言っていたことが現実になりまし

た。私が岩国に帰省後 (2003 年暮れ ) はじめに目にしたのは、愛

宕山開発により山の原型すら思い出せない変化であり、米軍岩国

基地の滑走路沖合移設による拡大された基地であり、又、吐き気、

めまい、いらいら等のいやな思いを呼び起こす米軍機による爆音

でした。

岩国基地 3訴訟の意義と現在の進捗状況
■海の裁判 2008 年２月提訴 ( 被告・山口県 )・・・沖合移
設事業埋立承認処分取消請求訴訟 ( 行政訴訟 ) 事業は墜落と騒音

の軽減という目的を逸脱 ( 空母艦載機部隊の移駐を前提 ) し十分

な審査もせずに県が承認処分を出したことに対してその処分の取

消を求めるものであり、一審 ( 山口地裁 )2012 年 6 月判決では、

一部原告への配慮ある判決文であったものの主文では、‘原告ら

の訴えをいずれも却下する’ であり、控訴し現在広島高裁にて係

争中であり、2013 年 7 月控訴審結審が行われ、私は原告の一人

として意見陳述行いました。埋立そのものは終了しているものの

暴走する行政に、違法性がある本件並びに他の案件に鉄槌を撃ち

こむ為に判決日 10 月 23 日 ( 水 ) には、三権分立の司法の意思を

表していただきたいものです。

■空の裁判 2009 年３月提訴 ( 被告・国 )・・・岩国爆音訴訟 ( 民
事訴訟 ) 爆音被害賠償、飛行差止、艦載機移駐差止、等々を求め

るものであり原告 654 人、280 世帯で現在係争中、次の第２５回

口頭弁論は 2013 年 10 月 24 日 ( 木 ) 山口地裁岩国支部で開かれ

ます。私自身、岩国爆音訴訟の会立上げからかかわったことから

今現在も爆音訴訟の事務局として今日に至っています。

■山の裁判 2009 年 7 月提訴 ( 被告・国 )・・・愛宕山開発
事業許可取消処分取消請求訴訟 ( 行政訴訟 ) 滑走路沖合移設事業

の土砂出しが終わったとたんに、山口県住宅供給公社は、赤字を

理由に開発を中止し、国 ( 防衛省 ) に売却計画、実は開発地に艦

載機移駐の米軍家族住宅建設並びに米軍関連施設スポーツ施設の

建設が企てされていました。赤字解消と言いながらなんら販売努

力も見られない現実は、はじめから滑走路沖合移設事業埋立土砂

利用であり、その場所は、米軍第２の基地化 ( 米軍関連施設建設 )

であることが判明しました。開発事業の本筋を求め岩国市の活性

化も併せ持つ事業の再開を求めたものです。現在係争中であり広

島地裁で 2013 年 7 月結審があり原告団長・岡村さんの意見陳述

が行われました。意見陳述を聞く中、私も原告の一人として共感

するもの多々あったものです。今現在、愛宕山開発跡地としての

国 ( 防衛省 ) へ売却地は更地であり、建築未着手の状態です。今

こそ行政の暴走を止めるのは三権分立の司法そのものと考えま

す。判決日 2013 年 11 月 27 日 ( 木 ) には、司法の良識が表され

原告が希望を持てる判決を望むものです。（2013 年 8月 19 日）

私と米軍岩国基地３訴訟
藤川俊雄（岩国爆音訴訟事務局）



    ＜私は私のうたを＞　　      栗原貞子

    その人はうたった

　炎と血と泥のいくさのうたを

　それでもこのうたには

　ひとすじの希望と

　美しいメロディがあった

    けれどもとどまってきく人はまばらで

　人々は欲望のたぎる

　原色の街へ向かって通りすぎた

　私は私のうたをうたう

　人が踊ろうと踊るまいと

　私は私の笛を吹くと

　吹きつづけた

    とどまってきく人のためにうたい続けた

　「産ましめんかな　己が命捨つとも」等で有名な闘う原爆
詩人・栗原貞子さん。今年で生誕 100 年になる。先日、未発表

の詩が発見されたと新聞報道があった。

　初期の頃の第九条の会ヒロシマや「８ .６新聞意見広告」等の

取り組みから自宅にうかがったこともあった。頼まれもしないの

に目を通してもらいたい思いから、「共生庵便り」をお送りする

ようになった。そのうちに共感を頂いたのか共生庵の会員にも

なって下さり、感動したことをあらためて想起している。

　豊かな感性と鋭い視点からの詩作は、いつも深く心をうたれ、

特別な思いと敬意を払って注目してきた。

　今回発見されたという 1986 年頃の直筆ノートにしたためられ

ていた詩作のうちの一つが冒頭の詩である。　栗原さんは詩人と

してヒロシマからのメッセージを鋭く広く国内外に発信しておら

れた。今回発見された詩もまた , 人が聞こうが聞くまいが、歌い

続ける。人が踊ろうが踊るまいが私は笛を吹き続けるとの発信

メッセージである。

　昨今、時代が逆行するかのようなあやしげな動きがいろ
いろな様相を呈している。原発再稼働の相次ぐ申請・憲法改正・

96 条先行改正・歴史認識をめぐる論争・TPP・原発事故処理・オ

スプレイ配備等基地問題・貧困格差・フクシマ被災地 ( 者 ) の今

なお重い課題・真に必要なところに適正な対処がなされず、弱者

が省みられず、全くお門違いに巨額な予算が浪費されていく等々。

どれ一つとりあげても複雑に絡む課題に胸が苦しくなります。

　何処に真の問題があるのか、それは何なのかを鋭く見抜く感性

と努力が求められる。何かを叫ばねば！　行動を起こさねば！と

言う思いに駆られる。でもほとんどできないでいる自分の中のい

らだちに打ちのめされそうである。 栗原貞子の詩から問われてい

るのは、「あなたは言うべきことを言い、なすべき行動の主張」

をしているのかということである。

　この年になって私が心していることは、無理をしないで、ギア

チェンジをして、ゆっくり静かに、歳相応に生きて行こう、謙虚

になって、若い人を立てて、自分は後ろに下がって等という思い

だ。しかし、その根底には「加齢」という名の逃げ口実が潜んで

いる事を否めない。同氏が言う「笛をふきつづけ／私は私のうた

をうたいつづける」という信念はあるのだろうかとの思いがこみ

上げてくる。いたずらに悲壮感に苛まれることなく、美しいメロ

ディにのせた「ひとすじの希望」を伝える情熱はあるのだろうか。

人が踊ろうと踊るまいと私は私の笛を吹き続けるならば、きっと

幾人かは立ち止まって聞く人がいるという希望や信頼はあるの

か・・・・等々。

　私は時折、自らの微弱さとあまりに巨大で複雑な現代社会の歪

んだシステムの中で無力感に襲われる。そんな時、一冊の美しい

絵本を思い起こす。南アンデスの先住民に伝わる民話「ハチドリ

のヒトしずく」。( 監修：辻信一　光文社）である。

　『森が燃えていました。／森の生き物たちはわれ先にと逃げて

いきました。／でもクリキンディという名のハチドリだけは行っ

たり来たり、くちばしで水を一滴ずつ運んでは火の上に落として

いきます／動物たちがそれを見て「そんなことをしていったい何

になるんだ」といって笑います／クリキンディはこう答えました。

「私は、私にできることをしているだけ」』

  ” I am only doing what I can do"

　たった見開き６場面だけの絵本である。山火事を思わせる真っ

赤な背景に描かれたマイケル・Ｎ・ヤグラナスの原画は素敵だ。

その最後の６枚目には、背景は辺り一面暗闇に変わり、沈黙の中

で「ひとしずく」の水だけを描いている。

　鳥の中で最も小さいハチドリの小さなくちばしの一滴が、逃げ

出した他の動物たちを引き戻し森の火事を消すキッカケになった

ことを想像させる。あるいは悲観的に見れば、だれも笛吹けど踊

らず、森は完全に消失した黒焦げの絶望状況を暗示しているのか

も知れない。でもそう思いたくはない。　副題に「いま、私にで

きること」とある。倦まず,諦めず、落胆せず、私は私のうたを歌い,

笛を吹き続けよう。憲法９条を謳（うた）うならば、希望をのせ

て美しい旋律を奏で続けられるだろう。そうしたい。

謳い続けよう
荒川純太郎（共生庵共働主宰者）

一度は訪れたい一度は訪れたい
　　共生庵　　共生庵
一度は訪れたい
　　共生庵



●現状から出発するのか、必要から出発するのか
　今年 2月、T編集長から「今度、9条の会ネットワークでジャ

ンボビラを作ることになった。手伝ってくれ」と電話がありまし

た。まだ鬱のなかでしたので、もにゃもやと返事をして電話を切

りました。

　ボクが冬眠中の 1月 30 日、広島県 9条の会ネットワーク（以

下ネットワーク）第 44 回会合の場で「7月にある参議院選挙。

衆参ともに自民圧勝となれば、改憲の動きが加速することになる。

ネットワークとして何かできないのか」ということが論議になり、

県内世帯の三分の一にあたる 40 万世帯にどでかいビラをつくっ

て配布することになったのだといいます。

　3月に入り、調子が上向き、メールをチェックするとなんと第

1回目の会議が目前です。あわてて T編集長を呼びつけ、「40 万

枚配布は絶対に無理。止めた方がいい」と進言。すると少しもあ

わてず、「現状から出発するのか、それとも必要から出発するのか」

と静かに斬り返されたのです。これは観念するしかありません。

ボクは首をうなだれて「分かりました。微力ながら協力させてい

ただきます」と答えたのでした。

　ジャンボチラシは改憲と原発を「平和的生存権」の観点で繋ぐ

というのが大きなプランです。ジャンボチラシ製作ワーキンググ

ループ憲法組は、マスコミ九条の会のメンバーが中軸にすわり、

平和教育に携わってきた澤野重男さんとボク、そして石口俊一

ネット事務局長 ( 弁護士）が加わるかたちに。原発の方は、マス

コミ九条の会のメンバーがキーパーソンとなり「さよなら原発ヒ

ロシマの会」の全面的な協力をえて原稿作りがなされてゆきまし

た。憲法組の会議は週 1回ないし 2回開かれ、書いては論議し、

論議しては直しという作業が繰り返されたのです。

●鎖鎌をかわしながら
　4月中旬、原稿がある程度固まってきたところで、パブリッ

シャー（編集ソフト）で組んでみました。すると紙面がきつく、

これではとても多くの人に読んでもらえるような物にならないこ

とが判明。項目を絞り、項目ごとの字数も減らすことにしました。

　「6月 9日（九条の会ができた日の前日）を中心に配る 40 万世

帯ビラ（憲法＆原発）の検討会議がありました。何度も会議を繰

り返してきましたが今回もいろいろ意見がでて、真っ赤っか。期

日は迫るが内容もいいかげんなものは作れない…。連休もひたす

らパソコンに向かう (>_<)」(4 月 25 日）

　5月1日、夜の会議までに原稿の直しができそうもないのでメー

デー不参加 ( 涙）。

「今日も九条の会ネットワークが 6月に配布するビラづくり。昨

日はメーデーにも参加できず、パブリッシャーと格闘する。正確

に書こうとすると長くなる。字ばっかりだと読まれない…。短く

正確に書くことは難しい。明日は憲法集会に行く。連休明けが〆

切なのでひたすら書いては直す日々である」（5月 2日）

　そして、5月 3日。「さよなら原発」のパレードのあとに「子

どもの本九条の会」のメンバー（広告のプロフェッショナル）の

Aさんに会うことに。チラシづくりに協力してもらえないかとい

う虫のいい相談です。T編集長はなぜかモノクロコピーの美しい

とは言えない原稿をみせました。すると Aさんは一瞥して、鋭

くチラシの問題点を指摘しました。

　「これでは読まれない、限られたスペースで内容が多い。欲張

りすぎである…など根本的なところを指摘され、T編集長ととも

に頭をかかえる。配る時期を考えるとぎりぎり 5月 8日にデザ

イナーに渡さないといけない。いますぐにできるのは、項目を落

とすこと。今日の緊急対策会議にとりあえず憲法の項目を絞った

ものをだし、検討する。時間とのたたかいである。涙。」(5月 3日）

　頭をかかえつつ居酒屋へ。ヤケ酒です。さらに恐ろしいことに

この段階でデザイナーは決まっていませんでした。一緒に仕事を

したことのあるデザイナー、かもがわクリエイツの加門啓子さん

に「正式には連休明けに決めるけど、心づもりしておいて」とメー

ル。表面は森住卓さんの写真を使うことにしました。「ようやく

40 万枚ビラの原稿をデザイナーに送った。8日朝までに送る約

束だったので、それは守ったことになる。疲れた…」(5 月 8日）

　「今日は 40 万枚ビラの本文原稿の最終検討会議。意見がいろ

いろ出て真っ赤。明日これを整理してデザイナーに送る。ようや

く７合目か。T編集長に体育館の裏へ連れ出される。鎖鎌をぶん

ぶん振り回しながら、こんな原稿でいいのか、もっとかんがえる

のだ、首の上についているのはカボチャか、と脅し、泣く泣く直

した。編集会議ではみんなから鉄槌をくだされ、ぼこぼにである。

はたして明日の命があるか！（心境を綴っただけで事実ではあり

ません。念のため）」(5 月 10 日）。

　「今日の 40 万枚チラシ…。昨日の編集会議で出た修正意見を

今日午前中にボクが直す。それをもとに昼から T鎖鎌編集長と二

人で直す。テニオハや自然な文章のながれなどを中心に直してゆ

く。磨き作業である。今日は鎖釜を振り回されることなく、静か

に訂正作業が進んだ。2時間ほどで終了。これをデザイナーにガ

シンと送信して今日は終わり。あとは 14 日に第 1次レイアウト

が届くのを待つばかりだ。楽しみである」(5 月 11 日）

  「本日、デザイナーから 40 万枚ビラの案が届く。素晴らしい、

さすがプロだ。ボクがパブリッシャーでいたずらしたのと全然違

う。Ｔ鎖鎌編集長も『これはいい』と鎖鎌は飛んでこなかった。

女性たちの評判も上々とのこと。よっしゃ！」(5 月 14 日）

40 万枚ジャンボチラシ　製作秘話
二見伸吾（広島県 9条の会ネットワーク事務局）

赤ペンぎっしり



 　「広島県 9条の会ネットワークの県内 40 万枚配布チラシが校

了となった。あとは印刷が出来上がるのを待つのみである。クリ

エイツかもがわのデザイナー、加門啓子さんに私たちの固い原稿

を、ふんわり柔らかい紙面にしてもらった。これなら若い人たち

にも手にとってもらえる。ネットワークの会議でも評判は上々で

ある。あとは、つくった40万枚が残さず配られるようにすること。

すでに 30 万枚を超すチラシの行く先が決まっているものの、ま

だ 10 万近くがどこでだれが配布するのか決まっていない。とど

け！このチラシ。とどけ！人々の心に」(5 月 21 日）「40 万のう

ち約 38 万枚の配布先が決まっていた。いいぞ！」（5月 23 日）

●重大なミスが…
　しかし、好事魔多し。 「今朝、生活保護法改定についてブログ

に書こうとしていた。この法案が憲法 24 条改悪の先取りだとい

うことを。自民党改憲草案を見ようと、40 万ジャンボチラシの

資料ファイルを繰っていた。するとイラク戦争の死者数の表が目

に入る。ゲゲッ、最終段階で直した数字が間違っているではない

か。まるちゃんのように顔面に斜線が入り、胃がキューッと痛む。

どうしようか。このまま「ばっくれて」しまうか、と一瞬思うが

そういうわけにはいかない。一つの誤りが全体の評価を落として

しまうことになりかねない。すぐさま T鎖鎌編集長に電話。編集

長は印刷会社に連絡をとり、ボクはデザイナーの加門さんに連絡

した。クリエイツかもがわに電話すると、彼女はいた。たまたま

他の仕事があったので出勤していたという。理由を説明して、修

正してもらうよう話をする。しばらく待っていると T編集長から

電話があってまだ印刷していないとのこと。これから印刷にかか

るところだったという。まさに間一髪。ほっと胸をなでおろした。

修正が終わったところで、T 編集長は笑いながら『二見ちゃんを

信頼してチェックしなかったのがいけなかったなあ』と鎖鎌が飛

んできた。しかし、間に合った。40 万枚の紙ゴミの前で立ちす

くまないで済んだのだ。事態は収束してもまだ胃は痛いが…。今

日だけは神様を信じよう。神様（紙さま？）ありがとう」（5月25日）

  「40 万枚ジャンボチラシがついに来たー＼(^_^) ／」（5月 28 日）

  「今日は、出来上がったばかりの「改憲＆原発NO」40 万世帯ビ

ラを各九条の会・配布協力団体に降ろしていく。４万 9000 枚と

2万 9000 枚というところがあって積み込むのも大変であった。T

鎖鎌編集長あらため T鎖鎌配送部長と S茂さんと私の三人で珍道

中。北は安佐北、東は安芸区矢野、西は西区。朝は雨だったので、

昼から 8カ所 100600 枚を降ろした。ああ疲れたあ。明日も午前

中から配達である。天気予報は曇り」(5 月 29 日）

●お褒めの言葉をいただく
  6 月 1 日、広島マスコミ九条の会結成 8周年のつどい。講演は

朝日ジャーナル編集部、朝日新聞論説委員などをされた藤森研さ

ん。記念講演のあとジャンボチラシ配布、キックオフ集会を開催。

1日深夜「T鎖鎌編集長改め T鎖鎌配送部長から電話あり。今日

もべろべろであった。今日の講師、藤森研さんが 40 万配布チラ

シを褒めてくれたという」。後日、聞いたところによると藤森さ

んは「青空が素晴らしい。子どもの笑顔が素晴らしい。これ以上

多いと読むのがしんどく、これ以上少ないと意味が伝わらない。

適度な量で内容も含めてよく考え抜かれている」とのこと。

　「40 万枚ジャンボチラシはどんどん事務所からは無くなってい

る。しかし、残部数と集計表が 5000 枚ほど合わない (*_*)。実際

に残っているのは 1万枚を切った。計算上は 1万 4000 枚あるは

ずだが…。さてどこへ行ったのやら。この計画が始まるとき『絶

対 40 万枚なんて無理』と言った人は反省せねばならない。はい、

それはボクです」(6 月 3日）

  ボクは、チラシをつくって降ろした段階で、鬱が戻り 2か月ほ

ど引きこもっていましたので、配布をめぐるドラマについては書

けません。地域割りをし、それぞれの枚数を割りだすことや、チ

ラシの内容が分からないなかで、福山、尾道、県北などへ回った

宣伝係りの奮闘もあります。

（石口事務局長配布について補足）県内の約 90 の会 の皆さんらと連絡

　をとり、主要な地域毎に集まり、まだ見ぬチラシの配布活動を相談

　をしました。１人 200 枚配っても 2000 人が、各地の世帯数に合わせ

　て必要です。朝の散歩で、保育園の門前で、生協の組合員さんへ幾

　つかの会が一緒に山間部へなど様々な配布活動が取り組まれ、地域

　での応援をもらいました。大変だけれど取り組んで良かった、今や

　らないでどうするのかがみんなの思いでした。

（三原上羽場隆弘さん配布について補足）6 月 15 日地域ポスティング：

　約１万９千枚（世帯数の約 47％）職場・運動団体関連・街頭配布：

　約５千枚。地域ポスティング数は市内約 45 町内を事務局数人で割り

　振り、それぞれの地域世帯数の３０％～７０％の割合での配布目　

　標を立てて分　けたものです。高齢の会員さんには「近所の30件を…」

　「散歩コースを少し広げて 50 件」」「電動スクーターで行ける範囲　

　をぼちぼち50　枚」「知り合いと一緒に100部…」と「小口」でも鼠

　算的に配布者を増やしていかに多くの人に動いていただくのか！」　

　を眼目に設定し　たことが今回の成功になったと思います。

　ゆるやかなネットワークが県内世帯の３分の１にチラシを配布

した経験は画期的であり、必ず未来にいきるものとなるでしょう。

ジャンボチラシの会議　チラシができて、さぁ　これから配布だ！



■新聞意見広告、今年は 3回掲載　
安倍政権となり平和憲法を破壊する危機が迫ってきました。それ
を打ち破るのは私たち主権者の声しかない！と考え、今年は、ス
トップ改憲！意見広告を3回、取り組みました。皆さんのご参加、
ご支援のお蔭だと感謝の気持ちでいっぱいです。
　
■6 月 29 日は、前号で報告をしましたように「今度の参議院
選は、憲法 9 条と 96 条を変えない人に私の 1 票を入れる」。残
念な結果でしたが、自民党の得票率はたったの 2 割です。9 条、
96 条改定、集団的自衛権の行使、原発に反対する人々は過半数
を超え、私たちは多数派です。自信持ってストップ！改憲の活動
をしていくぞ、平和を諦めるわけにはいかないと気持ちを切り替
えて、次の 8.6 意見広告に取り組みました。

■8 月 6 日は、「さよなら　にどど　たのまない　ぐんたい　
げんぱつ、かくのかさ」。このタイトルを見て「先の大戦に負け
て軍隊を持たないとした時に、大丈夫なのだろうかと心配する
人々をよそに、もう軍隊は要らないとひるまず元気に行動した人
たち、とりわけ女性たちに重なる。素晴らしい歴史の継承だ」と
言う言葉を寄せてくださった方があり嬉しくなりました。また、
憲法の前文、9条だけではなく、12条、21条、25条の人権条項、
改憲し易くしようとしている 96 条、天皇、首相、国会議員こそ
が守るべき 99 条など写真とイラストを交えて分かりやすくしま
した。これを絵本のように使いたいという声も届きました。
　8.6 の早朝から原爆ドーム前で意見広告のカラー版と「市民に
よる平和宣言」と一緒に配布しました。英語版も作り、海外から
来られた方々にも読んで頂くことができました。
　紙面は、九条の会府中の石岡真由海さんが、娘さんの写真を活
かしてイラストを描き、デザインしてくださいました。タイトル

なども、わかりやすい、けれどちょっとひっかかる？言葉だった
かもしれません。そして賛同してくださった皆さんから寄せられ
たメッセージを掲載させていただきました。
　今回も多くの皆さんがまわりに呼びかけてくださったり、集会
や会議で配布してくださったり、ニュース発送に同封してくだ
さったり、様々な協力があったからこそ、2 回の掲載ができまし
た。皆さんの想いがぎっしり詰まった意見広告が、多くの人の心
に届き、STOP 改憲！の世論の一助になればと願っています。　
　8.6 午後の市民集会、核兵器廃絶をめざすヒロシマの会と NO 
DU 広島プロジェクト主催の反核の夕べでは、ピースボートの川
崎哲さんが「市民の行動で政治を動かそう」と力強く発言されま
した。・・・核軍縮をするためには、アメリカが変わらねば、と
よく言われるが、それだけではない。核兵器を持たない国だから
こそできることがある。日本はアメリカに守ってもらうという意
識を変え、もう核の傘は要らないと宣言することだ。原発におい
ても日本が原発を動かすとオーストラリアも放射能汚染される。
原発をもつ国が原発はもう止めると言えばウラン採掘も必要はな
くなる。そのために市民の声、行動が必要だ・・・　この発言には、
やったね！と嬉しくなりました。第九条の会ヒロシマの意見広告
も多くの市民に支えられた行動です。毎年思うのですが長崎の平
和宣言は素晴らしい。被爆者の発言もあり、批判すべきを批判し、
被爆者や市民の声が届いているのです。これも長崎市民の行動力
に違いありません。

■8 月 31 日　これで 3 回目。同封しているモノクロコピー
は毎日新聞東京セット版に 5 段を掲載しました。今秋の特定秘
密保全法案、国家安全基本法案、防衛大綱、集団的自衛権行使容
認や改憲の動きに立ち向かい、皆さんと一緒に途切れない行動を
していこうと気持ちを新たにしているところです。（藤井純子）

ストップ改憲！新聞意見広告 2013、今年は 3回、6月 29日　8月 6日　8月 31日
　　　　ご協力、ご賛同くださった皆さま、ありがとうございました！

（2013年3月～9月）

科目 金額（円） 科目 金額（円） 摘要
新聞意見広 告賛 同金 4,334,080 意 見 広 告 料 4,095,000 6/29,8/6,8/31,3回分

制 作 費 200,000
通 信 費 52,060 ヘルプはがき
印 刷 費 337,055 チラシ印刷 167,265円、

掲載紙コピー印刷
169,790円

送 料 15,260
事 務 費 28,198 封筒代 8,198円、

名簿作　　　　成 20,000円、
雑 費 1,200 交通費

収入合計 4,334,080 支出合計 4,728,773

収支差引 -394,693 円

2013年9月15日 会計担当 佐々木孝

2013年度新聞意見広告　会計中間報告

＜支出＞＜収入＞

　2013 年の新聞意見広告は、例年の 8 月
6 日に加え参院選前の 6 月 29 日にも行う
ことになりました。増える広告料を果たし
て賄いきれるか心配しましたが、頼みの賛
同金は昨年を大きく上回り、2100 を超え
る個人･団体から、総額 433 万円が寄せら
れました（13 年 3 月～ 9 月の間）。今年は
8 月 31 日にさらに 3 回目の広告を行いま
したので広告料は総額 409 万円に上ったの
ですが、賛同金収入で賄いきることが出来
たわけです。ご賛同の皆さんに厚く感謝申
し上げます。
　なお、意見広告には広告料のほか制作費、
通信費、印刷費等の諸経費として 63 万円
を要しました。このため意見広告全体の収
支としては 39 万円余の支出超過となりま
すが、この超過分は本会計のカンパ収入等
で補填させていただきます。　（佐々木孝）



   どんな国になるのか心配 !! 秋草美俊 群馬  
 思えば平和憲法のもとで育った私たちは幸せでした。それが続くように !! 
 東道成・東真喜子 福岡  
   現憲法と同一性のない改訂は出来ない！ 荒木健次 三重  
 憲法改正が現実味を心配される今、活動の成功を願っています。　淡路道子  
  『平和憲法』の国歌を歌って命を終わりたい。（大阪のひいばあ）石井幸惠 大阪  
 第九条は、①日本が起こした戦争で亡くなったアジアの人々②ヒロシマ、
ナガサキで亡くなった非戦闘員③全国の空襲で亡くなった庶民の命④戦
争で死んだ兵士の命から… 石田正美 神奈川 
  武力で平和は来ない 石田弥生   
 憲法を学び、平和を創ろう。 石原清美 広島  
 戦争のない平和は憲法第９条から。 泉真砂子 北海道 
  憲法第九条は、人類の太陽です。なくしてなるものですか。 磯谷佳世子 東京  
 改憲なんてとんでもない！　No ！ 伊藤忠郎・淑子 長崎  
 男女平等を保障する憲法がなかったら私の今はない。 伊藤道子 広島  
 戦争はいやです。 井野敏子 広島  
 戦争、ならぬものはならぬのです。守るべきものは守りましょう。第九条　井上聖文　広島 
  子供たちに　核のない　平和な世界を！ 井上敏子 東京  
 世界唯一の平和憲法に誇りを持とう！ 井原俊博 広島  
 『お金』から解放されて『いのち』のために闘おう。核は『お金』 岩井健作・岩井溢子 神奈川 
  変えるべきものは変える＝米軍基地→国外へ移す。変えてはいけないも
のは変えない＝日本国憲法 岩下健一 東京  
 アウンサン・スーチーさんの言葉、平和は一人一人の努力も必要　岩本恵子 広島  
 私達家族は、命ある全てのものを守る運動に賛同いたします。　 
　　　　　　　植木衆・磨美子・拓志・千春・歩生子・莉愛 岡山  
 大切な子ども達のために、平和で明るい未来を !!　植草みどり 熊本  
 再び昔の悪夢を見たいのか。憲法改悪反対。 上田康子 大阪  
 教え子・子・孫を戦場に送らない！　銃を持たせない !!　人殺しをさせ
ない !!!　　前文で理想を、9 条の実行を！　 江崎勝之 広島  
   私は戦争で人殺はしません。死ぬのもいやです。　江波戸鉄人 千葉  
 幾多の先人が尊い命をかけた遺言の平和憲法は私達が守りぬかねば  
　　　　　　　　　　　　　　　  大石照夫・文子・大石紘子　　広島  
 戦前にもどるようなことがあってはならない 大江ちか子 広島  
 孫にごめんなさいをしたくない。もっと怒ります！　文化のちがいを知ること！ 
    大久保祥子 神奈川 
  安倍、橋下、石原発言は座視できるものではない。理想、夢、希望、人権、品格
を土足で踏みにじる品性下劣な “三悪人” だと思う 大久保敏明 愛知  
 　　　　　　　　　　　　　　　大島浩司・純子・悠・萌・暁　 広島  
 戦争反対 !! 太田稔 三重  
 憲法改正はアメリカの思うツボ。反改憲こそが日本の自主性の証し 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大竹多門・大竹壽子　　埼玉  
 愛は、地球を救う。平和は、人類を救う　　　大月郁夫 東京  
 戦いの（殺される事が ) 好きな人は名乗れ 大西信恵 香川  
 96 条改正は国家反逆罪という某憲法学者の意見が効きましたね！  大町宏志 東京  
 平和がいい、どんな命もみんなみんなだいじ。 大本久美 東京  
 昨年夫は亡くなりました、夫の遺志を受けつぎ支援致します。大屋和子 神奈川 
  “平和” 言葉は同じ、武器使用も哀しいが、武器を使わない行動による無言の圧力も
醜い。真の勝利は？ “心の平安” 正しい平和を  ９条を守ろう     岡晶子 広島  
 

憲法改悪はなんとしてもお断りです。 小川桂子 神奈川 
  戦争への道の先には破滅あるのみです。 沖道子 埼玉  
 今の政権が続いたらどうなるか先の日本を考えてみよう。若い人と。奥下厚子  香川 
  決して忘れてはならないこと、ヒロシマ、ナガサキ、フクシマ     奥下厚子 香川  
 『日本国憲法』を掲げ、世界の『平和』をリードしよう。奥田剛    広島  
 戦争につながる改悪憲法を許すな 　第九条あっての平和創造　小口卓也  東京 
  原発コリゴリ　格差ヒドスギ　壊憲ノー！         長南博邦・本池奈美枝 千葉  
 あなたの手の中で死にかけている憲法　生かすのはあなた   小田切敬子 東京  
 憲法は国民のもの、権力者のものではない！　 小野邦英 東京  
 九条を世界文化遺産にしたいです。 甲斐恵美子 東京  
 子や孫を戦争に行かせる国になっていいのでしょうか　 笠井津伍 長野  
 次世代のためにも、何としてでも憲法を守ろう !!              笠原           広島 
  " ず～と、戦争をしない国、出来ない国でいいのです、子々孫々まで、永久に戦
争をしない国、出来ない国が続くように世界に誇れる『平和憲法』をしっかり守っ
ていきたい。仲間を一人でも多く増やしたい。       風間昭彦･風間啓子 埼玉  

平和憲法前文、九条の理想を実現する事が大切！この地球で共に生きる
ために汗を流しましょう。 勝連夕子 熊本  
 私が世界中に派遣したいのは憲法９条です ! 加百智津子 岡山  
 正念場です。がんばろう！ 加藤敦美 京都  
 すべての命のために　今こそ、地球に９条のネットワークを！    加藤淳子 広島  
 憲法 9 条は。日本の宝です。絶対守りましょう　   加藤美智子 北海道 
  日本は、すべての国民のもの 金澤チヨコ・見和 広島  
 戦争の挑発にのらず、粘り強く国際協力と平和交流を呼びかけよう 
戦争に NO と言うのが本当の勇気です。                       
                                    兼綱寿美子・岩木久満・芳子・小野セツ 広島  
 現憲法は国を『しばる』ことに意義がある。これを逆転させてはならない 
                                                                             神谷さやか・神谷明成      神奈川 
  ケンポーをアンポに変える　アベ氏に一句 岸恵子 佐賀  
 中 3 公民を受け持ちつつ日本国憲法と共に未来を平和にするよう子ども
達に育って欲しいと長っている 吉川徹忍 広島  
 平和憲法『日本国憲法』は日本人の “命” です。許すな改悪！　木林佐和子 東京  
 96 条改定は無効！ 九条の会・呉 広島  
 『第九条』へ敬意を込めて !!　会員であることを嬉しく思います。共生舎なずな薬局　東京 
  国民の生命、財産をアメリカに売り渡す為改憲しようとする安倍や橋下
から日本国憲法を死守しよう！ 桐澤哲郎 広島  
 5 匹目のカメは日の丸知らず KY 京都  
 戦争しない　平和がいい 久保直恵 東京  
 憲法九条を広め、平和的生存権を確立しよう。 久保田昇 長野  
 『9 条は世界の宝』改正するのでなく　世界に広めていくもの！　くまもと子育て・教育 9 条の会 
  憲法九条と私達の平和な暮らし、今こそこの重さを真剣に考えたい。蔵並弘子　神奈川 
  憲法 9 条　平和の宝 黒田幸夫 宮城  
 9 条を　誇りて名乗る　ペンネーム 5 月 3 日に生まれ 千葉  
 未来に禍根を残さぬように　意志の表明と行動を！「子どもの本・九条の会」 神奈川 
  平和憲法を維持して『無敵』の国づくりを !!　 小林幸生 広島  
 憲法９６条の改悪は安倍首相が企てる戦争する人間づくり・国づくり、

『戦前の日本を取り戻す』ことにつながる。『憲法九条』を変えられた結果、
どんなことになるか？想像力を！ 小林義朗 広島  
 みなさん　平和ボケしていませんか？ 小原冨美子 大阪  
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九条は、宝物です。 小松保子 広島  
 世界に誇る日本国憲法を護り、世界にひろげましょう　　近藤奎治 愛知  
  齋藤修 静岡  
 為政者に交戦権を許さない憲法を捨てるのは自殺行為　佐伯ルミ子　　神奈川 
  武力を持つ平和は、他人を差別し排除することから平和は崩れます。　坂健二　奈良 
  東海第二原発差止訴訟の原告の一人になりました、高校まで広島で育っ
たことが強い動機付けになっています、 酒井はるみ 茨城  
 原発ハンタイ　未来が消える　子供がなくよ 酒井宏・酒井和子 　愛知 
  ヒロシマ、ナガサキ、フクシマ、くりかえさないために。　酒井由布子 　宮城 
  誰もが、安全な日本で安心して暮らしていけるよう戦争ができる国にし
てはなりません！　がんばりましょう。 坂井理恵 広島  
 国防軍！？核武装！？やめて !  坂田光永 広島  
 原発反対、人類は核と共存出来ない。平和憲法を護れ。坂本文夫・裕子 東京  
 9 条を改悪して何がやりたいの？ 桜井邦彦 岐阜  
 身内に広島で被爆した者がいます。核だけは何としても世界からなくしたい。　佐藤尚子 　奈良  
 紛争の島をアルザス・ロレーヌの如く共生の島に！　佐藤光子 千葉  
 南無阿弥陀仏は非戦、平和の代表。 佐藤泰信 熊本  
 自然破壊は未来破壊　〝戦争〟止めよう！　未来のために　自然ハカイは
未来ハカイ！　九条守り原発止めよう！　 さはしやよい 東京  
 子や孫のためにも憲法を守り発展させましょう！ 汐崎啓子 京都  
 先の大戦の苦しみ悲しみを忘れずに子や孫に伝えなければなりません。　品川康博　広島 
  こども達の未来のために絶対に戦争のないない世界の構築を !!　　　柴田幸子  
  力を集めてぜひストップさせましょう 島田邦昭 広島  
 憲法は政府の暴走を許さないためのもの、多くの人々がしっかり考えていただ
けるように !　　平和をつくり出す国になることを。 島田好国 広島  
 脱原子力 清水恵美子 大阪  
 権力者こそ自由、憲法は市民のために権力者をしばるものなのだ　清水諦観 　広島 
  戦争はいりません 下末かよ子 広島  
 改憲絶対反対　頑張りましょう！　 湘南 YWCA 神奈川 
  『強い国』とは、戦争をする国ではなく、平和と憲法をを守る『強い意
志を持つ国』であって欲しい。 白井千也 広島  
 地球を救う日本国憲法を守ろう！　　　　新宅弘彦・新宅かをり　　広島  
   自衛隊さんは人命救助を本来業務に 新本智 広島  
 孫たちに確かな平和のﾊﾞﾄﾝ憲法 9 条を手渡したい！ 　　末友雅子 石川  
 世界の宝、憲法９条　I　love 憲法 !! 末友雅子・奈良良子 
石川   戦争はゼッタイイケン！　　　　菅茂樹・みゆき・こゆき・惇 広島  
 九条には、戦争抑止力がある ST 長崎  
 すみやかなる原子炉全廃を 鈴木哲朗 東京  
 先の戦争の犠牲の上に成立した憲法を必ず守っていきましょう！　鈴木聖幸 広島  
 苦しい時こそ　互いに力を合わせ　頑張りましょう。　鈴木聖幸 広島  
 日本国憲法を 守り 活かし 広め続けよう !!! 隅まり・隅祐之 東京  
 声明不参加の件、糾弾ｦ!! 瀬尾英幸 北海道 
  憲法第九条は人類の宝、世界の宝、そして歴史の宝 　関根義夫・智子 埼玉  
 改憲ストップ　がんばろう　 田尾順子 大阪  
 ついに目的を達成しようとしている輩が居る。微力でも阻止したい。　髙岡純子 福岡  
 子や孫を、お国の為に差し出すことを拒否する。 髙田由美 広島  
 日本の若者をアメリカの戦争の盾にするとは許せない。　残酷でない戦争など
存在しない。国民同士は絶対に戦争はしたくない。 髙田由美 広島  
 戦争とは何か、その行為とは。　　　　　髙根沢大藏・髙根沢光江 栃木  
 

美しい世界になりますように 竹原陽子 広島  
 Stop　the　安倍内閣＝危ない核　 田坂量慈 広島  
 打倒安倍内閣改憲を阻止し、教育基本法をもとにもどそう！　田坂量慈  広島  
 『ありがとう･･･平和憲法』いいですね。大賛成です。　田中之浩 熊本  
 貧者の一灯、弱者のひと声、多く集まれば少しでもたしになるか　　田辺学 広島  
 次代につながる平和を願っています 谷昌恵 広島  
 ９条と 096 を守り続ける 谷口智子 東京  
 ヒロシマに花咲かそ !! 玉井みちよ 愛媛  
 護憲勢力の選挙区域の調整が不可欠　このままでは改憲される。
戦争は善悪を超越する 田丸昭 京都  
 何が何でも９条改悪は許しません！ 96 条改悪もってのほか！　樽美政恵　大阪 
  平和憲法　世界とつながる　道しるべ 千葉利江 東京  
 安倍がやはりダメです。“国防軍” ？冗談じゃない。千葉浩之 山口  
 平和がいちばん　 千代谷七枝 東京  
 戦争への道は　絶対につくらせない 辻村玲子　 広島  
 憲法第九条を利用した平和活動は誰が行っているのでしょうか。　土屋哲旺　東京 
  9 条を守ることはいのちを守ること　そして未来世代への責任です　　椿啓子 大阪  
 憲法改悪反対　子孫のために 鶴見正行 埼玉  
 九条改憲＝原爆＝原発は同根だ。国民的統一戦線で戦い抜き、必勝しよう！　手塚弥太郎　栃木 
  殺されたくない　殺したくない。 寺尾文尚 広島  
 未来の文明は人を殺さず 寺尾安子・浩次 東京  
 いまが　ふんばりどき 寺門雅子 愛媛  
 先日、平和公園にまいりました。第９条は変えてはいけないと思います。田啓子 大阪  
 改憲ストップ !!　微力ですが “NO” の声はあげ続けます。　土居良恵 広島  
 平和は、守るもの　努めるもの　伝えるもの　
   戦争は無関心者傍観者が大好き。 當田英明 広島  
 ９条を守ることが日本人の矜持です！ 戸川知子 広島  
 安部内閣の姿勢に強い危機感をもっています。 時里勝 滋賀  
 子どもを守ろうや　９条も守ろうや 徳岡真紀 広島  
 命が大切にされる世界を！　やめてんか！改憲　いやで戦争　渡口差知子 大阪  
 平和のために声を上げるのは子育ての一環です。苫米地サトロ 宮城  
 平和は幸せの第一歩。許すな戦争のできる国 戸野寿美江 広島  
 ①造るな仮想敵国　②美辞麗句での憲法改正に惑わされるな　冨永昭治 広島  
 武力は憎悪を生む 冨永昭治 広島  
 ありがとう ?　日本国憲法 !!　人権を大切に 豊岡美智子 東京  
 私たちの宝、憲法第 9 条を未来へつなごう 中市後千秋 広島  
 すばらしい憲法前文、そして、9 条。国民主権の精神が流れています。私達の
意志をしっかり持って、必ず守ってゆきたい。　 長坂陽子 神奈川 
  原爆資料館の展示人形が撤去されるそうですが、反対しています。残し
てもらう運動をすすめて下さい。協力いたします　中嶋直子 東京  
 平和な世界を創りあげよう 中土勝雅 広島  
 何としても改憲の動きをとめたいです。　中村薫・小山美令・髙谷千惠美・八代文江　大阪 
  歴史は風化させるものではなく、誤った方向への警鐘です。中村信義 兵庫  
 日本にもネオ・ナチが！　だまされないためにも憲法改悪阻止！　中村信義 兵庫  
 主権は国民 中矢理枝 東京  
 国会議員は憲法改悪発議前に憲法９９条を守れ！　中山一郎 東京  
 アベノミクスは、私には安倍、呑み尽くすときこえる。（日本国民の財
産･権利を呑み尽くされてはタマらん！） 中山省三 徳島  
 私達は殺したくない、殺されたくない。平和憲法実行！　中山誠一 静岡  



 核兵器も NO ！　原発も NO ！　改憲も NO ！ 永山良樹・京子 広島  
 安倍政権の暴走に歯止めをかけるために 成田強 北海道 
  2013 年もアメリカ軍に振り回されている。（オスプレイ　瀬戸内海へ）新山一男　愛媛 
  戦争で儲ける財界政界の悪魔　国民をなめるな !! 西家美智代 岩手  
 戦争で儲ける者は誰　戦費を払う人はだれ　そして死ぬのはだれ　
冷静に考えるとあべ総理と自民党が本当に？ 西家美智代 岩手  
 憲法９条は世界の宝物です。表現の自由を守り、第九条を守りましょう・西川恵子　広島 
  状況は厳しいですが　反戦・反核で平和憲法を守るために共にがんばりましょう！ 
 西川啓子・根本博 大阪  
 子、孫にあたりまえの暮らしを残せる国、政治を！ 　西原寿美子 神奈川 
  改憲（壊憲）でなく闘憲でいこう！身近かな生活の事を憲法で闘う　西本加代子･西本喜治　広島 
  平和は九条によって守られている。私達は九条を守ろう　二宮末雄 広島  
 我々の命は憲法九条により守られている。 野口里子   
 平和憲法こそ日本国の基本 !!　　　　　野口春夫・野口幸子 大分  
 国家に束縛されない自由こそ肝要 野尻賢二 大阪  
 諦めず９条守れ！　改憲阻止！ 野村晋一 東京  
 〈駄句 > 改憲で怪憲つくる日本国　　　　　 橋本政良 兵庫  
 意見広告の効果は？　再考しては… HY 広島  
 九条ではない、前文から百三条までよく知り、しっかりつかって、堅持する。長谷川修児　東京 
  　　　　　　　　　　　　　　波藤昭洋・紀江・土居義昭・徳子 広島  
 日米安保にそった憲法改悪反対 花岡利明 広島  
 世界平和の祈り列車　広島から発車オーライ！　 花ノ木清子 広島  
 平和を誓ったことを忘れないために 濱本緑 兵庫  
 本当に戦争するの？　食べ物もなくなるよ。　 原田賀久子 広島  
 孫たちの生きる未来　おだやかな社会を！でも本当は怖くてたまりません。東良江　奈良 
  世界手ににもすぐれた日本国憲法を法制度などでさらに充実させて、活かす
ことこそ必要です。改憲なんておかしい　 東原光寛 広島  
 戦争のない国に。 平田かおり 広島  
 私は二次大戦を体験しました。戦争がいかに不条理なものであるか、
戦後学びました。絶対反対 平林絹枝 千葉  
 今だからこそ、憲法九条　　深澤睦子・大池良三・大池きぬ江 神奈川 
  憲法を変える理由は全くありません、憲法改悪反対　福岡行子 熊本  
   96 条の改憲は絶対に許さない！ 藤井郁子 山口  
 9 条は人類の道しるべ　９条は世界の宝 藤井英二 広島  
 軍国主義復活を企んでいる輩を絶対に許すな！ 藤江徹司 福岡  
 戦争をしない !!　これ大人の責任です 藤田厚吉 広島  
 九条をないがしろにする政治家には一番に戦地に行ってもらおう　藤野美津　広島 
  国民をまもる憲法をまもりたい。 伏見泰子 埼玉 
 世界に誇れた憲法９条！ 藤村美登里 広島  
 九条は世界の宝　　　　　藤本克志･妙子・奏・惇平・諒平 広島  
 東アジアの平和と共生のために第９条を活かそう！ 古川純 千葉  
 『不戦』と付箋に記し　心に刻む。『憲法放棄』しないために　古屋敷一葉 広島  
 戦争 No!!　世界の人たちと友好と平和の礎を　 北海正美 京都  
 憲法 99 条の義務を忘れた国会議員に、改悪は言語道断なり。 
　　　　　　　　　　　　本多照夫・本多かおる・本多ネコ　　神奈川 
  新憲法の下に 67 年間、平和と人権を保証されて生きられたことは倖せ、それ以前の天
皇の下僕扱いに戻るのは、絶対ダメ。愛する子供の未来を守るため、今ある日本国憲法、
最高の平和憲法をしっかり守り続けましょう　　　前畑ゆかり・章子・京子 神奈川 
     憲法は私たちの生命です 増沢君江 東京  

 普天間基地一つ動かせないのに何がアベノミクスか！　　又吉正栄 東京  
 今は経済と憲法は二者択一の気がします。 町田杏子 群馬  
 平和だから今、私がいる。生きている 松井さとみ・家族 山口  
 本と世界の宝物　平和憲法を死守しよう 松浦住一 兵庫  
 原発は廃炉！憲法改正反対！平和は黙っていては守れない。松藤富隆・比沙子　広島 
  心配なことばかりで、空しさ指数・大で有る。でも上を見上げようと思う。そし
て、負けたらあかんと思う。躁状態の日本国首相を、メディアよ煽らないでお
くれ！若者よ、諌めておくれ 松本清子 熊本  
 隣国アジアの人に大変な迷惑をかけた事は忘れて成りません！　松本恭良 熊本  
 原発は死への道、９条は希望の道 松本正次 広島  
 96 条改憲発議の改悪に反対する。 三浦昭二 大阪  
 あなたの基本的人権は憲法によって守られている .　　三浦翠 山口  
 くやしさをバネに　あきらめないで頑張りましょう !!　宮崎優子 大分  
 1945 夏に 17 歳で徴兵検査、そのまま入隊させられた仲間もいたが、８月に戦が終り
それから 68 年頑張ったつもり、孫にあの悲惨伝えたくない。　宮田輝 大阪  
 両親らが命をかけて得た憲法を改悪させないぞ！    三芳英教 兵庫  
 ９条は、日本の背骨だ！ 向井好美 広島  
 第九条の精神は国連憲章にも生きています。改悪は国際的孤立を意味します。毛利勇二　岐阜  
 国民のための憲法を政事家のいいなりにしたくありません。    桃原久枝   
 徴兵制のないのは９条のおかげ　　　　 森岡純子 東京  
 核兵器も原発も同じ !!　すべての核兵器、原発をなくそう !!  森下育代 神奈川 
  明治くさい『ニセ平成憲法』では世界基準を大きく割り込みます。しか
も 9 条は国際社会への供託物です。 森田幸宏 東京  
   安倍政権を退陣に！市民の手で！ 諸橋泰樹 東京
   ストップ！　戦争のできる国への道 山口裕子 広島  
 国家権力に憲法を守らせよう　 山持寛 広島  
 人権は、現在及び将来の国民に対し、信託された。 山下秀正 広島  
 東京で 4 部合唱の憲法前文と 9 条を聞きました。素晴らしい！ 山梨幹子 東京  
 歴史に学ばず、真に平和を守る努力をしないで、近隣の国々から疑いの
目で見られるようになった者たちに、孫子の将来を託すわけにはいきま
せん。何としても改憲はさせてはなりません。       山本祥子 京都  
 太平洋戦争の大きな犠牲を払って、勝ちとった、大事な大事な世界にほ
これる憲法、改悪は絶対に許せません。反対にこの憲法を生かす国のあ
り方、外交の仕方を進めなければなりません 山本祥子 京都  
 かつての日本が軍事大国で国を亡ぼした過ちをくり返したくない     横山篤夫 大阪  
 第九条で 99％の世界の人と平和を築こう！ 吉井美智子 広島  
 世界に平和を　 吉岡妙子 広島  
 核はいらない！　武器も発電も。九条をすてるな。 吉川邦良 東京  
 私たちも、今、5 月 3 日の全国紙への反改憲の意見広告の運動のとりく
んで、必死にしています。一緒に努力しましょう     吉川勇一 東京  
 全ての生き抜く運動がつながりますように 吉田和子・藤原悠久 
京都   改憲とめるのは、今でしょ！ 吉永愛子 東京  
 9 条は世界の宝 吉光成美 広島  
 秘密保全法など悪法がどんどん成立するでしょう。しかし、あきらめず
抵抗します。 吉村りよみ 千葉  
 平和がいちばん　九条は世界の宝 渡辺佳都子 東京  
 子どもたちが輝く、未来のために、核兵器も発電所もいりません。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたなべきよし 宮城  
 なにより一番いのちが大事。だから、原発やめて。      渡辺清 宮城  
 憲法改悪に反対する                                   渡部昌子・多賀谷文枝 京都 



〈コリン・コバヤシさんのこと〉
　著者コリン・コバヤシさんは 40 年以上パリ郊外在住の日本人美

術家であるが、著述家としても岩波新書『ゲランドの塩物語』で

知られ、また近年は中東問題や反核・反原発運動に深く関わり『は

んげんぱつ新聞』『世界』などに寄稿している。2010 年 4 月には

広島で第九条の会ヒロシマ主催講演会において「フランスの原子

力問題と市民運動」と題する講演をされた。おそらく原発大国フ

ランスの実情を彼ほど知悉する日本人はいないのではないか。日

本国内に暗躍する組織については日本の事情を知るだけでは納得

のいく答えは得られないが、ここに最適の著者を得て、日本の原

発推進は米国やフランスの組織と結びついていることを知る。

〈原爆と原発〉
　福島第一原発では廃棄物処理タンクが膨大な数にのぼり事故後

2 年半たった現在でもタンクからもれた高濃度放射能が海に放出

されている。彼らはこれほどまでの放射能汚染を世界にもたらし

つづける原発をやめない。

　核兵器は絶対悪といいながら、同根同悪の原発をやめるどころ

か東南アジアに輸出しようとする。こんなことがどうして許され

るのか。コリンさんが犯罪ときめつけるのはうなずける。核兵器

が人類に対する犯罪なら、原発推進も人類に対する犯罪になる。

〈国際原子力ロビーとは〉
　チェルノブイリ事故後の処理と同じく、原発推進の背後に原子

力ロビーといえる国際的な組織が暗躍している。議会の圧力団体

を一般的にロビーというが、単立の組織ではなく、原発ロビーは

国際的に陰に陽に協力しあって原発利権をすすめ、脱原発の動き

を阻止しようとする。コリンさんは具体的には IAEA（国際原子

力機関）, ICRP（国際放射線防護委員会）, UNSCEAR（放射線防

護に関する国連科学委員会）などを筆頭に２０を数える団体の名

をあげている。その中には、ABCC とのちの放影研など日本にお

ける組織も含まれているが、仏原子力庁、フランス原子力防護評

価研究所、フランス放射線防護協会など、私たちにはなじみのう

すいフランス国内の組織があげられている。

　コリンさんの反原発運動の動機になったのは、チェルノブイリ

事故で、映画監督のチェルトコフがチェルノブイリ事故の影響に

関する国際会議を取材して作ったドキュメンタリー『真実はどこ

に？』は、国際原子力ロビーを告発しなければならないと思い始

めたきっかけを作ってくれたという。「国際原子力ロビーの中心

人物たちの歴史的虚言が論じられる重要な場面を映像に収めるこ

とに成功した」とコリンさんは序文で述べているが、チェルノ事

故後の科学的事実の歪曲を知るためにこのドキュメンタリーは必

見である。コリンさんはこの映画の日本語字幕制作を行い、情報

の拡散につとめたのだった。

　コリンさんがこの本を書く動機になったのは、米国主導ででき

た国連機関 IAEA がフクシマに乗り込んで、放射能の害を過少に

みたて、内部被曝を無視し、除染活動の意義を過大に宣伝し、原

発利権をすすめる姿勢をあらわにしてきたのを見て取って、非常

な危機感を抱いたことである、という。

〈IAEA のねらい〉
　IAEA はチェルノ事故の影響を過少評価したが、重松逸造はじ

め日本人も数人関わって、犠牲者数の改ざんを行い、子どもの甲

状腺がんを否定する。こうした行為は犯罪以外の何ものでもない

とコリンさんは憤る。

　彼らは、内部被曝や低線量被曝の重大性を認めず、予防原則を

守らないという点でも歩調をあわせている。予防原則とは、「化

学物質や遺伝子組換えなどの新技術などに対して、環境に重大か

つ不可逆的な影響を及ぼす仮説上の恐れがある場合、科学的に因

果関係が十分証明されない状況でも、規制措置を可能にする制度

や考え方のこと」（ウィキぺディア）という。放射能の危害を認

めたら原発利権に不都合であるからといって、やりたい放題にさ

せておいたら地球は滅亡してしまう。予防原則は人類存続のため

の最低限のルールである。

〈フランスの原子力ロビー〉
　国際原子力ロビーの核となっているのが、フランスの原子力ロ

ビーである、とコリンさんはいう。きわめて頑強な組織なのだそ

うだ。彼らが関わっているのが原発事故被災者に対する「エート

ス」とか「コール」というプロジェクトである。彼らはこれを福

島でやりはじめた。

〈エートス・プロジェクト〉
　被曝地の住民にその土地にとどまらせ、除染させ、「土地の復

興と再建」にあたらせるもので、ベラルーシのある村で実行され

たという。一見住民保護になっているようだが、汚染された土地

で医療や保健のサポートはしないから ABCC と似ている。

　福島ではダイアログ・セミナーと呼ばれて、住民も参加してい

る。例によって内部被曝を無視しているが、早晩危害が表面化す

る、とコリンさんは心配する。

〈私たちの責任〉
　これだけ知らされたら、手を

拱いて傍観することはできない。

私たちなりにできることを探ろ

う、と心に誓った次第である。

まずはともあれ、この情報を拡

散せねばならない。

『国際原子力ロビーの犯罪̶チェルノブイリから福島へ』を読んで
　コリン・コバヤシ著　（2013 年 以文社） 岡本　珠代

コリン・コバヤシ著

『国際原子力ロビーの犯罪』

　　　　（2013年 以文社）



活動報告  　2013 年　（第九条の会ヒロシマほかネットワークなど関連行事含む）
6月 28日 （金） 第九条の会ヒロシマ会報発送　国際会議場3F10：00～16：00
   上関損害賠償訴訟報告会（清水さん、橋本さん、岡田さん）
 29日 （土)　 九条の会・はつかいち講演会 廿日市交流プラザ　アーサー・ビナードさん 
7月 1日 （月） オスプレイ岩国搬入左藤防衛政務官来岩抗議行動　岩国市役所前
 3日 （水） 日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネット韓国水曜デモ連帯街頭
   8・6ヒロシマ平和へのつどい実行委員会
 4日 （木） 第23回参議院選挙告示
 7日 （日） 教科書採択問題県民ネット総会＆学習会　講師：俵義文さん　尾道市福祉センター
   ひろしま医療人九条の会　映画「渡されたバトン」メモリアルホール
 9日 （火） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑧13：30～国際会議場3F研修室
 10日 （水） 中国電力上関原発「公有水面埋立免許取消」訴訟　山口地裁
   中国電力　自然の権利訴訟　14：00～　山口地裁
 11日 （木） 広島県9条の会ネットワーク例会　原爆資料館　会議室2
   爆音訴訟（山口地裁岩国支部）
 13日 （土） 死刑を考える日上映　お話：高貞元さん　広島YMCA2号館
 16日 （火） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑨　13：30～　国際会議場3F研修室
   ウラン鉱山放射能被害ピーター・ワッツ豪HANWA主催　
 17日 （水） 愛宕山裁判　11：00～　広島高裁
   中国電力　損害賠償訴訟（スラップ裁判）　山口地裁
 18日 （木） オスプレイの配備と米軍機低空飛行を許さない市民ネット事務局会
 22日 （月）　 公有水面埋め立て裁判（広島地裁）、
   中電本社前行動（上関原発止めよう!広島ネットワーク）
 23～24日（火水） 8・6新聞意見広告名簿整理　＆　第九条の会ヒロシマ世話人会⑩⑪
 25日 （木）　 8・6ヒロシマ平和へのつどい2013実行委員会
 26日 （金） 8・6新聞意見広告校正　英語版　国際会議場ラウンジ　世話人会⑫
 27日 （土） 8・6新聞意見広告校正　16：00～　国際会議場ラウンジ
 27日 （土） 内部被ばくと人権 講演＆13：00～16：20　原爆資料館メモリアルホール
 28日 （日） 8・6新聞意見広告校正　13：00～　ゆいぽーと
   大阪市長発言、ここが問題！　学習会1ゆいぽーと慰安婦ネット
   オスプレイ追加配備抗議　本通街宣（オスプレイ市民ネット）
   オスプレイ追加配備抗議　沖縄配備・低空飛行訓練反対市民集会
　　　　   30日 （火）　 オスプレイ追加配備抗議海上デモ　岩国基地現地集会
 31日 （水） 在外被爆者問題講演会　アステール７F　
8月 1～2日 （木） 8・6新聞意見広告入稿
 5日 （月） 8.6ヒロシマ平和へのつどい　
   　第１部13：30～16：45　第２部18：00～20：30　 
 6日 （火） 7：00～「8.6新聞意見広告」「市民による平和宣言」配布　
   　　　　　　　　　　　　　原爆ドーム前＆平和公園各所
　   7：45～　グラウンド・ゼロのつどい（原爆ドーム前）
　   8：15～　ダイ・イン（原爆ドーム前）
　   8：45～　8・6 広島デモ 「原発も核兵器もない世界を」
　   9：30～1　中国電力本社前。脱原発座り込み行動。
   14：30　8・6ヒロシマ国際対話集会－反核の夕べ　広島市民交流プラザ 
 7日 （水） 日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネット水曜デモ連帯街頭行動　本通り
 8日 （木） 8・6新聞意見広告発送作業13：00～17：30国際会議場3F研2
 9日 （金）　 日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネット事務局会動
 10日 （土） 伊方原発再稼働反対八幡浜交流会
 11日 （日） 伊方原発ゲート前行動　＆　平和船団（ピースリンク）
 13日 （火） 第九条の会ヒロシマ世話人会⑬　13：30～　国際会議場3F研修室
 17日 （土）　 静かな空を取り戻そう　ストップ低空飛行訓練　浜田市旭センター＆フィールドワーク
 23日 （火） 広島県9条の会ネットワーク例会　資料館会議室２
 24日 （土）　 沖縄基地が解決しない理由…そして岩国は　廿日市交流プラザ
 25日 （日） 上関原発止めよう！広島ネットワーク世話人会
 31日 （土） 中国脅威論と改憲問題　　浅井基文さん、水島朝穂さん他（広島弁護士会）
9月 1日 （日） 不戦のつどい　資料館会議室１（JCJ）　前泊博盛さん（沖縄国際大教授）
 11日 （水） 日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネット水曜デモ連帯街宣12：00～ﾒﾙﾊﾟﾙｸ前
 13日 （金） 原子力規制委員会伊方現地調査抗議行動　ゲート前座り込みとピースリンク平和船団 
 15日 （日） ストップ！再稼動　9.15原発ゼロ広島行動　学習会原爆資料館会議室１＆パレード
 16日 （月） 「PKO自衛隊派兵から21年抗議」平和船団は台風で中止。海自総監部へ申入れ（ピースリンク広島・呉・岩国）
 20日 （金） 第九条の会ヒロシマ会報79号発行・発送

9.13 伊方原発再稼働反対
　横断幕「核の海より命の海へ」

7.28 オスプレイ配備反対
市民集会。雨の中、岩国
市役所前はいっぱい！

7.30 オスプレイ追加配備抗議ピースリンク平和船団

8・6新聞意見広告と
市民による平和宣言
平和公園各所と
原爆ドーム付近で配布

日本軍「慰安婦」ネット韓国水曜デモ連帯街頭

８．６ダイ・イン



◆第 4回　さよなら原発歌声パレード IN尾道
　9月 28 日（土）14 時～ 16 時　JR 尾道駅前集会～パレード
　共催：フクシマから考える一歩の会、命と未来を考える会・三原
　原発のーてもえーじゃない BINGO　連絡先：090-2002-8667（小林）

◆上関裁判
　9月 25 日（水）16：00 ～　山口地裁　自然の権利　公有水面訴訟　
　10 月 1日（火）11：00 ～　山口地裁　中電スラップ裁判　
　　　尾道・福山からそれぞれ貸切バスで出発。（広島も合流）
　　　公判後は報告集会～山口県庁抗議行動

　　　
◆野呂美加さん　＆　アーサー・ビナードさんのお話会
　10 月 2日（水）　浄泉寺　　尾道市西久保町 2－2
　　13 時 30 分～　野呂美加さんのお話会『こどものため・・・』　
　    18 時 30 分～ 20 時　夜の部参加費 1,500 円（託児あり、500 円）
　　主催：ひなの会　　連絡先：090-8512-3879（中村）

◆27 年目のチェルノブイリから～野呂美加が 3.11 後にヒロシマに伝えたいこと

　10 月 3日（木）18:30 ～ 20:30　原爆資料館地下会議室１　
　講師：野呂美加さん（NPO法人チェルノブイリへのかけはし代表）
　参加費：1000 円（高校生以下無料）
　主催：野呂美加講演会実行委員会
　連絡先：080-1934-0866（とくおか）090-1334-0992（ささき）

◆九条の会・はつかいち 2013 年総会 記念講演会
     「平和憲法の空洞化」で生命と暮らしはどうなる？
 　10 月 6日（日）14:00 ～ 16:30　廿日市商工保健会館交流プラザ
      講師：河上 暁弘さん（広島平和研究所講師）
     参加費：800 円（学生、障がい者 無料）手話通訳　託児あり（要予約）
　 連絡先：問合せ／託児予約 090－3373－5083（新田）

◆元日本軍｢慰安婦」オランダ被害者ジャン・ラフ・オハーンさんの告白 
　｢50 年の沈黙」上映と解説                             資料代：500 円 　       
　10 月 12 日（土）14:00 ～ 16:30   ゆいぽーと　5階研 3    
　講師　田中利幸さん（平和研究所教授、｢慰安婦」ネット共同代表 ）

★広島もソウル日本大使館前水曜デモに連帯毎月第１水曜日行動
　10 月 2日 .11 月 6 日 .12 月 4 日（水）12：00 ～ 13：00 メルパルク前
　主催：日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネットワーク 　
　連絡先：090-3632-1410（土井）

◆憲法問題学習会（仮称）
    10 月 12 日（土）　13 時 30 分～  福山市市民参画センター
　主催：九条の会・福山ほか　資料代 500 円
　連絡先：0849-24-6635（村田民雄）

◆コリン・コバヤシ講演会「国際原子力ロビーの犯罪」
　　国際ロビーがチェルノブィリでしたこと、
　　福島でしようとしていること…　★16ページをご参照ください
　10月 21日（月）18：00 ～ 20：00　原爆資料館地下会議室２
　共催；第九条の会ヒロシマ　上関原発止めよう！広島ネットワーク
　　　　グローバリゼーションを問う広島ネットワーク
　連絡先； 070-5052-6580（藤井）

◆音楽と講演の集い
　10 月 13 日（日）14：00 ～　警固屋公民館
　「暴走改憲の危険な本質」小森陽一さん（九条の会事務局長）
　主催：九条の会呉連絡センター（呉地区九条の会６団体）
　連絡先；0823-23-0104（朝倉）

◆ピース・フェスタ　in 三次     　ライブ、地元の料理、露店、フリマ
　10 月 19 日（土）12 時～ 15 時 30 分（雨天決行）
　　　　　三次ワイナリー芝生広場　入場無料　　　　
　 主催：９条の会・広島県北     連絡先：080－5236－7756（塚本）

◆中国人受難者を追悼し平和と友好を祈念する集い
     　2009 年 10 月、安野の中国人受難者と西松建設で和解が  成立。
    　 集いを行ってきましたが今回、最後の集いになります。
   10 月 19 日（土）午前 10 時～ 11 時  安野 中国人受難之碑前
        　　広島県山県郡安芸太田町坪野 中国電力安野発電所
　主催： 西松安野友好基金運営委員会
　連絡先：川原洋子（TEL/FAX）082-293-2774

◆グローバリゼーション講座　　ベトナムへの原発輸出を問う
　10 月 20 日（日）14：00 ～ 16：30　広島国際会議場 3F研　
　講師：伊藤正子さん（京都大学大学院准教授、ベトナム現代史）
　主催：グローバリゼーションを問う広島ネットワーク
　連絡先：090-6835－8391（渡田） 参加費：500 円（学生半額）

◆沖縄高江に米軍「ヘリパッド」はいらない
 　　－女性９条の会ひろしま結成７周年のつどいー
　10 月 27 日（日）13：00 ～　ゆいぽーと（鷹野橋）５Ｆ
　講師：高江から伊佐郁子さん　資料代：700 円
　主催：女性９条の会ひろしま　連絡先：082-243-1565

◆反原発の日「福島・六ヶ所　未来への伝言」上映会
　10 月 26 日（土）18：00 ～ 20：00　広島平和資料館会議室１
　　上映と製作者島田恵さんのメッセージ　　参加費　700 円
★中電本社前行動
　9月 30 日（月）JCO事故を忘れないキャンドル行動　17：00　
　10 月 21 日、11 月 25 日、12 月 16 日　11：55 ～ 13：00
主催：上関原発止めよう！広島ネットワーク　連絡 082-922-4850（木原）
　
◆第六潜水艇事故の真相を考える
　12 月 8日 or 15 日 　場所未定、呉予定
　主催：教科書採択問題広島県民ネットワーク
　連絡先：0829-31-0876　(柴田）

事
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・2013年意見広告賛同金、会費・カンパを送って頂いた皆さま、
有難うございました。賛同金を奮発して頂いて会計さんも
munewo なでおろしています。でも、もしかして会費をお
忘れになっていないでしょうか？　皆さんのご支援で活動
していますので、忘れないでどうぞお支えくださいネ。

・会費納入についてはタックシールに記載をしております。
ご確認の上、もし記載が間違っていましたら遠慮なくご連
絡ください。よろしくお願い致します。

・あんなに長かった猛暑の夏があっけなくおわりました。大雨や竜巻、台風な
どなど被害にあわれた方々、お見舞い申し上げます。（さ）　

・この間の集会で沖縄からの講師が続きました。「本当は憲法より大切な日米地
位協定」この意味、正にその通りです。（ふ）

・伊方も再稼動が心配。コリン・コバヤシさんのお話しを聞きたい（し）

・また転んでしまった。手が痛いけど病院はいやだし…（た）

・3 回の意見広告、疲れたけど好評でうれしい。今秋、世話人それぞれが様々
な活動に取り組むことでパワーを得て、力になっていきますように。(に )

・済州島に 5 泊 6 日で出かけた。語学留学を終える知人のお蔭で効率よく案内
をしてもらい、活気ある市場など済州市アチコチも歩き回った。米海軍基地
建設反対運動のテントを訪れたかったけど残念。案内人は賛成派？！ （ふ）

後
記

2013 年会費のお願い　　

お知らせ

秋海棠と鯉


